
資料２

第３次久喜市男女共同参画行動計画　令和６年度実施推進状況及び男女共同参画への配慮に関する調査

目指す姿Ⅰ　男女共同参画社会の実現に向けた基盤の整備

施策の柱Ⅰ－１　多様性を認め合う人権擁護の推進

★施策の方向　　①人権尊重意識の啓発

A B C 対応策 評価 その理由

人権推進課 ・人権啓発事業の実施や、平和と人権及
び男女共同参画に関するパネル展示など
を行う。
・広報くきや市ホームページに人権に関す
る記事を掲載し、啓発を行う。

有

・久喜市「人間尊重・平和の日」を開催した。
11月18日（土）久喜総合文化会館

・人権啓発活動を実施した。
①11月28日（木）　モラージュ菖蒲
②12月  4日（水）　栗橋駅
③令和7年1月29日（水）　アリオ鷲宮
④令和7年3月 6日（木）　久喜駅

・広報くきの人権コーナー及びホームページを
活用して様々な人権問題の解消に向けて啓発
活動を実施した。

◎ ◎ ◎ ◎

各事業に、市内小中学校の児
童生徒、各種団体などから男
女の偏りなく参加が得られ、世
代間交流及び幅広い年代層に
人権意識の高揚を図ることがで
きた。

 

生涯学習課 ・市民大学や高齢者大学において、人権
に関する様々な講座を実施し、人権意識
の高揚を図る。

【目標】市民大
学・高齢者大
学の参加率
85％以上
【現状】参加率
83.3％（R5実
績） 有

・市民大学1学年において「男女共同参画によ
る社会づくり」「人権意識の高揚する社会づくり」
の講座を実施した。
【成果】参加率：男女共同参画による社会づくり
70％、人権意識の高揚する社会づくり　90％
【評価】○

・高齢者大学１学年において「様々な人権につ
いて考えよう」、３学年において「女性の人権」
の講座を実施した。
【成果】参加率：様々な人権について考えよう：
78.9%、女性の人権：70.3%
【評価】○

◎ ◎ ◎ ○

講座を通して、男女共同参画
について学習し、男女平等、人
権意識の高揚を図ることができ
た。

11102 人権週間などに
おける啓発活動
の推進

・人権週間（１２/４～１２/１０）などの機会
を捉え、個人の尊厳と男女平等を基礎とし
た人権の尊重についての啓発活動を行う。

人権推進課 ・人権週間（12/4～12/10）に市内小中
学校児童生徒が作成した人権標語を活用
して啓発を行う。
・北朝鮮人権侵害問題啓発週間（12/10
～12/16）に市内公共施設で拉致被害者
写真展を開催する。
・広報くきにおいて、様々な人権問題を
テーマに情報を掲載し、広く市民等へ啓発
する。

有

・市内４地区において平和の絵画展を開催し
た。
①12月18日～12月26日
久喜中央コミュニティセンター
②11月29日～12月15日
菖蒲文化会館（アミーゴ）
③12月12日～12月25日
栗橋行政センター
④12月　4日～12月10日
桜田コミュニティセンター

・拉致被害者写真展を設置した。
　久喜中央コミュニティセンター
　12月9日（月）～12月16日（月）

・広報くきの人権コーナーにおいて、毎月様々
な人権問題をテーマに情報を掲載し、広く市民
等へ啓発した。

◎ ◎ ◎ ◎

市内４地区における平和の絵
画展や拉致被害者写真展、ま
た広報くきにおける人権問題等
の掲載により、人権意識の高揚
を図ることが出来た。平和の絵
画展と拉致被害者写真展は多
くの市民が利用する施設におい
て開催し、多くの人へ人権尊重
の重要性を伝えることができ
た。

所管課

令和６年度実施推進状況 令和６年度評価

実施 実施状況の概要

男女共同参画への配慮 ★施策の方向の達成度
令和6年度実施計画

令和6年度
目標値

取組み
NO

取組み名 取組み内容

11101 人権意識の高揚 ・個人の尊厳と男女平等をはじめとした人
権意識の高揚を図り、互いの人権と多様な
価値観を尊重することの重要性について啓
発を行う。

Ａ

Ｂ

共同参画意識の啓発につながった

男女共同参画への配慮

事業の企画実施にあたり男女それぞれの意見を聞いた

男女それぞれにとって利用・参加しやすいように配慮した

Ｃ
性別による固定的な役割分担意識の解消など男女

◎

○
どちらかというとできなかった・事業の

対象や手法の見直しが必要である

評価基準

十分にできた・十分な成果をあげた

できた・ある程度の成果をあげた

△
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★施策の方向　　①人権尊重意識の啓発

A B C 対応策 評価 その理由

11103 生命を尊重する
教育の推進

・道徳や総合的な学習の時間などを通し
て、生命を尊重する教育を推進する。

指導課 ・道徳や総合的な学習の時間において、
生命の尊さに関する教材を取り上げ、生命
を尊重する教育を推進する。

有

各小・中学校において、道徳（年間で３５時間
以上実施、小１は３４時間以上実施）及び総合
的な学習の時間（年間で５０時間以上実施）を
通して、生命に関する教材を取り上げ、生命を
尊重する学習及び体験的な学習を実施するこ
とができた。

◎ ◎ ◎ ◎

道徳や総合的な学習の時間を
中心に、生命に関して考える時
間を設けたり、体験活動を実施
したりすることができた。

11104 性の多様性を尊
重した啓発活動
の実施

・多様な性のあり方を尊重し、性的少数者
に対する差別や偏見をなくすため、様々な
情報を広く周知し啓発活動の推進を図る。

人権推進課 ・８月の人権尊重社会をめざす県民運動
強調月間に合わせて、市立図書館で関連
図書を掲示する。
・性の多様性に関する交流会として、にじい
ろひろばを実施する。
・性的少数者の当事者を講師に招き、市
職員向け研修を実施する。

有

・にじいろ特命大使に選書を依頼し、「人権尊
重社会を目指す県民運動強調月間」に合わ
せて市立図書館４館において性の多様性に関
する図書の掲示を行った。
・性的少数者の当事者であり、本市の性の多
様性に関する取組みに協力いただく「にじいろ
特命大使」に協力を依頼し、性的少数者の当
事者や関心のある市民との交流会「にじいろひ
ろば」を5回開催した。
・令和６年度性の多様性に関する職員研修会
を開催し、多様な性への啓発を図った。
開催日時：令和7年1月21日（火）　13：30～
15：00
会場：久喜総合文化会館　小ホール
参加者：134人
・埼玉県が実施する「にじいろ県民相談（埼玉
県LGBTQ県民相談）」や「埼玉県性の多様性
を尊重した社会づくり条例」などについて、チラ
シの配架や、市ホームページへの掲載により、
市民に周知して性の多様性の理解促進を図っ
た。

◎ ◎ ◎ ◎

性的少数者の当事者の協力の
もと年間を通じて様々な啓発活
動を実施することにより、性の
多様性について市民へ正しい
知識と理解を図ることができ
た。

★施策の方向　　②人権擁護活動の推進

A B C 対応策 評価 その理由

11201 人権・女性相談
事業の充実

・日常生活における様々な困りごとや悩み
ごとについて相談しやすい環境整備を進め
るため、「人権・女性相談」を本庁及び各
総合支所で実施する。
・相談員の相談研修への参加を促進する
など相談事業の充実を図る。

人権推進課 ・「人権相談・女性相談」を各地区で実施
する。
本庁　毎月１０日　１３時１５分～１６時１５
分
菖蒲　毎月第３水曜日　１３時３０分～１５
時３０分
栗橋　毎月第３木曜日　１３時３０分～１５
時３０分
鷲宮　毎月第４月曜日　　９時３０分～１１
時３０分
・相談員研修を実施し、相談員の資質向
上を図ることにより相談事業の充実を図
る。

有

【R６人権相談件数】
久喜地区　相談件数20件　うち女性17件
菖蒲地区　相談件数　3件　うち女性　1件
栗橋地区　相談件数　4件　うち女性　2件
鷲宮地区　相談件数10件　うち女性　8件
　　　合計　相談件数37件　うち女性28件

・久喜市人権擁護相談所員研修会を開催し
た。
日時：令和7年1月29日（水）

◎ ◎ ◎ ◎

チラシの配架やポスターの掲
示など、人権相談・女性相談の
周知を図ったことで、相談しや
すい環境を整えたことや、女性
の相談者が利用しやすいよう
に、相談員の男女の割合を配
慮したことで、女性の相談者が
全体の半数以上を占めている
ことから、十分に成果をあげた。
相談員研修を通して知識が深
まり、相談員の資質が向上した
ことで、相談事業の充実を図る
ことができた。

11202 女性の悩み(カウ
ンセリング)相談事
業の充実

・配偶者等からの暴力に関すること、夫婦
や家族に関することなど、女性の日常生活
における様々な悩みや困りごとに関する相
談に応じるため、カウンセラーによる女性の
悩み（カウンセリング）相談を実施する。
★令和９年度目標　女性の悩み相談利用
率100％

人権推進課 ・女性の悩み（カウンセリング）相談事業を
実施する。
毎月第１・第３金曜日　１０時～１７時また
は１３時～１７時
特設相談（６月の第５日曜日、１１月の第４
日曜日）

【目標】利用率
80％
【現状】
R5利用率
63.3％
【方法】
庁内の相談部
署と連携及び
SNSを活用し周
知を行うこと
で、積極的な
利用を促進す
る。

有

・女性の悩み(カウンセリグ)相談(年間120枠)
毎月第1・3金曜日13時～17時
年8回第3金曜日 10時～17時
特設相談　6月30日（日）、11月24日（日）
　　　　　　　10時～15時
相談件数:  83件　利用率  69．2％
予約件数:125件　予約率:106．7％
キャンセル率：35．2％
・男性の相談希望者には、WithYouさいたまが
実施する「男性のための電話相談」を案内し
た。
【成果】　利用率69．2％
【評価】　△

◎ ◎ ◎ ○

市SNSなどで情報発信を行い、
相談率及び予約数が昨年比
18．4％増加した。利用率目標
値は達成できなかったが、昨年
度比5.9％増となった。
また、悩みを抱える女性と接す
る機会の多い保健センター及
びこども家庭保健課にチラシの
配架を依頼し、利用促進に向
け、関係部署との連携を図るこ
とができた。

所管課 令和6年度実施計画
令和6年度
目標値

令和６年度実施推進状況 令和６年度評価

実施 実施状況の概要

男女共同参画への配慮 ★施策の方向の達成度

取組み内容取組み名 所管課

令和６年度評価

実施 実施状況の概要
男女共同参画への配慮 ★施策の方向の達成度

令和６年度実施推進状況

取組み名 取組み内容

取組み
NO

取組み
NO

令和6年度
目標値

令和6年度実施計画
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施策の柱Ⅰ－２　男女共同参画推進のための啓発活動と男女平等教育の充実

★施策の方向　　①あらゆる機会を活用した啓発活動の充実・情報提供の推進

A B C 対応策 評価 その理由

12101 男女共同参画推
進月間等におけ
る啓発事業の実
施

・男女共同参画社会実現の推進を図るた
め、男女共同参画推進月間等の機会を通
して、啓発事業を重点的に行う。
★令和９年度目標
　 男女共同参画社会の認知度100％

人権推進課 ・６月の男女共同参画推進月間に合わ
せ、市立図書館において男女共同参画や
ジェンダー平等の関連図書を掲示する。
・男女共同参画１日体験ツアーを実施し、
男女共同参画について啓発を行う。

有

・６月の男女共同参画推進月間に合わせ、市
立図書館４館において男女共同参画やジェン
ダー平等の関連図書を掲示した。
・市ホームページにネットワーク久喜の会報、
団体活動記事を掲載した。
・男女共同参画１日体験学習バスツアーを実
施し、男女共同参画について啓発を行った。
【No.12107参照】
・令和6年度ひとと人のつどいを久喜中央コミュ
ニティセンターにて7月6日に実施した。女と男
いきいきネットワーク久喜構成団体による活動
展示・発表、物品販売や男女共同参画をテー
マとした作品展示を開催し来場者に団体の活
動や男女共同参画について情報提供を行っ
た。

◎ ◎ ◎ ◎

1日体験バスツアーでは、バス
内での男女共同参画ミニ講座
を実施するなど男女共同参画
推進月間における重点的な活
動を行うことにより参加した市
民の意識の向上を図ることがで
きた。

12102 ジェンダー平等の
視点に立った各
種情報や学習機
会の提供

・固定的性別役割分担意識の解消やジェ
ンダー平等の視点に立った意識の定着化
を図るため、市ホームページへの掲載など
により各種情報や学習機会を提供する。

人権推進課 ・情報紙「そよかぜ」や、男女共同参画ミニ
白書を作成し、配布するとともに、市ホーム
ページに掲載するなどして情報提供を行
う。
・６月の男女共同参画推進月間に合わ
せ、市立図書館において男女共同参画や
ジェンダー平等の関連図書を掲示する。
【取組みNo.12101】
・女と男いきいきネットワーク久喜と共催で
「ひとと人のつどい」を実施し、市内で活動
する女性団体の紹介と市民への啓発を行
う。

有

・情報紙「そよかぜ」を発行した。
　【No.12104参照】
・男女共同参画に関する調査結果および関連
データを収集・整理し、「久喜市男女共同参画
ミニ白書（令和6年度版）」を発行した。
　発行月：令和7年3月
　方法：公共施設への配架、ホームページへ
の掲載、ひとと人のつどい内での展示
・女と男いきいきネットワーク久喜と共催で7月6
日にひとと人のつどいを開催。イベント内で女性
団体の活動紹介展示を行った。

◎ ◎ ◎ ◎

ジェンダーバイアス（固定的役
割分担意識）の解消や、社会
的性別（ジェンダー）の視点に
立った意識の定着化につなが
る学習機会の提供や市内で活
躍する女性団体の情報提供が
できた。

人権推進課 ・地域で男女共同参画社会の実現を目指
して活動している団体に委託し、男女共同
参画意識を育む講座等を実施する。
・各種講座や事業において、男女共同参
画に関する啓発ビデオを上映するなど内
容の充実を図る。

有

《共生セミナー》
○「The Little Theater ～ minimal 演奏＆おお
きなかぶ（観客”助け合い”参加型作品）」
実施日：10月26日（土）
　 場所：久喜中央コミュニティーセンター視聴
覚室
　 参加者数：35名
　 企画運営：社会福祉法人たいむ共生会

○たんぽぽのハロウィンパーティー
　 実施日：10月25・26日（金・土）
　 場所：クッキープラザ3階
　 参加者数：17名
　 企画運営：特定非営利活動法人子育てス
テーションたんぽぽ

○若者を取り巻くデジタル性暴力の実態（子ど
もたちを性暴力からどう守るのか）
   実施日：令和7年1月26日（日）
　 場所：久喜中央コミュニティーセンター視聴
覚室
　 参加者数：19名
   企画運営:オリーブの会久喜

◎ ◎ ◎ ◎

・男女共同参画社会の実現を
目指して活動している団体と市
との協働によりセミナーや講演
会等を開催することにより、男
女共同参画の推進が図られ
た。

生涯学習課 ・市民大学講座「男女共同参画による社
会づくり」の実施。
・高齢者大学講座「女性の人権」の実施。

有

市民大学1学年において「男女共同参画によ
る社会づくり」の講座を実施した。
参加率：70％

高齢者大学３学年において「女性の人権」の講
座を実施した。
参加率：70.3%

◎ ◎ ◎ ○

講座を通して、男女共同参画
について学習し、男女平等、人
権意識の高揚を図ることができ
た。

男女共同参画への配慮 ★施策の方向の達成度

令和６年度評価

所管課 令和6年度実施計画
令和6年度
目標値

令和６年度実施推進状況

実施

男女平等意識や
男女共同参画意
識を育む講座等
の開催

・男女平等意識や男女共同参画意識を育
むような各種講座・講演会を開催する。
・参加型講座の設定や啓発ビデオの上映
など講座内容の充実を図る。

取組み
NO

取組み名 取組み内容
実施状況の概要

12103
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★施策の方向　　①あらゆる機会を活用した啓発活動の充実・情報提供の推進

A B C 対応策 評価 その理由

12104 情報紙や広報紙
等による男女共
同参画に関する
情報の提供

・情報紙そよかぜや広報紙、市ホームペー
ジなど様々な広報媒体を活用するととも
に、各年代に合わせた男女共同参画に関
する様々な情報の提供を行う。
・庁内ネットワークを活用し、市職員に対し
て男女共同参画に関する情報を提供す
る。

人権推進課 ・市民ボランティア編集員と協働で、男女
共同参画情報紙「そよかぜ」を作成し、全
戸配布する。
・「そよかぜ」インターネット版を作成し、市
ホームページに掲載する。
・庁内掲示板を活用し、男女共同参画情
報やパンフレット・チラシ等を情報提供す
る。

有

・市民ボランティア編集員との協働により、情報
誌「そよかぜ」第15号発行
　R7.3月発行　第15号全戸配布
　テーマ：「男女共同参画と防災について」
　R7.3月インターネット版第10号を市ホーム
ページに掲載
・広報くき、市ホームページに男女共同参画に
関する情報等を適宜掲載
・職員対象に情報配信
　庁内掲示板にて配信（男女共同参画人材リ
ストの活用等）

◎ ◎ ◎ ◎

男女4名（男性2名、女性2名）
の市民ボランティア編集員との
協働により、男女共同参画情
報誌「そよかぜ」を作成し、全
戸配布することで、各年代の市
民を対象に男女共同参画に関
する様々な情報の提供を行っ
た。

12105 市民参加による
男女共同参画情
報紙の作成

・市民との協働により男女共同参画情報紙
を作成する。

人権推進課 ・市民ボランティアと協働で男女共同参画
情報紙「そよかぜ」を作成し、全戸配布す
るとともに、市ホームページに掲載する。

有

・市民ボランティア編集員との協働により、情報
紙「そよかぜ」第15号発行
　令和7年3月発行　第15号全戸配布
　テーマ：「男女共同参画と防災について」
　令和7年3月インターネット版第10号を市
ホームページに掲載

◎ ◎ ◎ ◎

男女4名（男性2名、女性2名）
の市民ボランティア編集員との
協働により、男女共同参画情
報紙「そよかぜ」を作成し、全
戸配布することで、各年代の市
民を対象に男女共同参画に関
する様々な情報の提供を行っ
た。

12106 男女共同参画ミ
ニ白書の作成

・市の男女共同参画に関する現状を総括
的に把握するため、多角的な視点から男
女共同参画の現状をまとめたミニ白書を作
成する。

人権推進課 ・男女共同参画ミニ白書を作成し、市ホー
ムページへ掲載するとともに、市内公共施
設への配架や各種啓発事業で配布する。

有

・男女共同参画に関する調査結果および関連
データを収集、整理し、「久喜市男女共同参画
ミニ白書（令和6年度版）」を作成した。

◎ ◎ ◎ ◎

グラフやイラストを多用して幅広
い年齢層が手に取りやすいミニ
白書を作成できた。イベントで
の掲示やホームページで広く周
知することで男女共同参画の
意識啓発を図った。

人権推進課 ・男女共同参画１日体験バスツアーや
WithYouさいたま体験学習ツアー、共生セ
ミナーなどにおいて、男女共同参画に関す
る講座を実施する。

有

・１日体験学習バスツアー
　開催日：6月12日（水）
　見学先：①渋沢栄一記念館　②埼玉県防災
学習センター
　参加者数：29名参加（女性22名、男性7名）

・市民大学
　講座「男女共同参画による社会づくり」
  開催日：7月19日(金)
　参加者数：参加者7人（男性5名、女性2名）

・高齢者大学
　講座「女性の人権」
　開催日：令和7年1月10日（金）
　参加者数：24名（男性13名、女性11名）

・WithYouさいたま体験学習ツアー
　開催日：令和7年2月1日（土）
　参加者数：21名（女性15名、男性6名）

◎ ◎ ◎ ◎

１日体験学習バスツアー、共
生セミナー、市民大学、高齢者
大学において、男女共同参画
の視点に立った講座を開催で
きた。

生涯学習課 ・市民を対象にした「人権講座」を実施す
る。

有

久喜市公民館事業運営委員への研修として
「人権講座」を実施する予定であったが、他事
業の日程等の兼ね合いにより実施はできな
かったものの、公民館事業運営委員会議の際
に、人権やSDGｓの講座について昨年度に引き
続き議題として取り上げた。令和7年度は県職
員を講師として、公民館事業運営委員への研
修としての実施を検討する。

○ ○ ○ ○

令和6年度は久喜市公民館事
業運営委員への研修として「人
権講座」は実施できなかった
が、研修の内容を決定する際
に、人権やSDGsを議題とするこ
とで、男女平等等の意識を深
める機会となり、人権啓発に寄
与した。

令和６年度評価

実施 実施状況の概要
男女共同参画への配慮 ★施策の方向の達成度取組み名 取組み内容 所管課 令和6年度実施計画

令和6年度
目標値

令和６年度実施推進状況

取組み
NO

12107 男女共同参画の
視点に立った講
座の開催

・各種学習機会の中で、男女平等の視点
を取り入れた講座や、男女共同参画の視
点に立った講座を開催する。
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★施策の方向　　①あらゆる機会を活用した啓発活動の充実・情報提供の推進

A B C 対応策 評価 その理由

12108 男女共同参画を
身近に学べる機
会の提供

・地域の実情に合わせて男女共同参画に
関する理解や認識を深められるよう、市民
を対象とした体験学習や施設見学を実施
する。
・セミナー委託事業や各学習会において、
市の男女共同参画の取組みを短時間で
紹介するワンポイント講座を開催する。

人権推進課 ・男女共同参画１日体験ツアー及び
WithYouさいたま１日体験学習ツアーを実
施する。
・男女共同参画１日体験ツアーなどでワン
ポイント講座を実施する。

有

・１日体験学習バスツアー
　【No.12107参照】

・市民大学
　講座「男女共同参画による社会づくり」
　【No.12107参照】

・高齢者大学
　講座「女性の人権」
　【No.12107参照】

・WithYouさいたま体験学習ツアー
　【No.12107参照】

◎ ◎ ◎ ◎

１日体験学習バスツアー、共
生セミナー、市民大学、高齢者
大学において、男女共同参画
の視点に立った講座を開催で
きた。

12109 メ デ ィ ア ・ リ テ ラ
シーの向上につ
ながる啓発活動
の推進

・メディアが送り出す男女の固定的なイメー
ジの情報や、女性の性的側面の強い表現
などを、無批判に受け入れるだけでなく、そ
れら情報を主体的に読み解き、選択し、使
いこなす力（メディア・リテラシー）を身につ
けるための啓発活動を行う。

人権推進課 ・市ホームページに埼玉県発行の「男女共
同参画の視点から考える表現ガイド」を掲
載し、啓発する。

有

市ホームページに埼玉県発行の「男女共同参
画の視点から考える表現ガイド」を掲載し、掲
載する。

◎ ◎ ◎ ○

ジェンダーにとらわれない表現
について、啓発が図れた。

12110 男女共同参画関
連図書等の整備
及び各種情報の
提供

・様々な男女共同参画関連図書や資料を
選書・収集し、広く市民に情報提供を行
う。
・リクエストサービスや他自治体図書館から
資料の取り寄せを行い市民の要望に応え
る。

生涯学習課 ・図書館の利用者が求める資料の購入に
努め、蔵書の充実を図る。
・幅広く資料を提供するため、類縁機関や
埼玉県内の公立図書館と連携し、迅速に
対応する。

有

利用者が求める資料の購入に努め、蔵書の充
実を図った。（久喜市立図書館の人口１人当
たりの蔵書数　３．３２点　※埼玉県推計人口、
令和７年３月１日現在で算出）
また、幅広く資料を提供するため、類縁機関や
埼玉県内の公立図書館と連携し、迅速に対応
した。

◎ ◎ ◎ ◎

利用者の希望に基づき図書館
の資料の充実を図り、市民に広
く情報提供することができた。

12111 若年層向け啓発
活動の実施

・男女平等感の形成や男女共同参画意識
の定着化を図るため、若年層向けの啓発
チラシやパンフレットを配布する。

人権推進課 ・若年層を対象としたデートDVなどのチラシ
やパンフレットを、市のイベント等で配布す
る。

有

・青少年を対象としたデートDV防止などのチラ
シやパンフレットを庁舎1階ロビー及び各行政セ
ンター窓口に配架した。

・成人式でデートDV啓発カードを新成人へ配布
した。

・クッキープラザにＤＶ相談啓発カードを配架し
た。

◎ ◎ ◎ ◎

青少年を対象としたデートＤＶ
などのチラシやパンフレット、啓
発カードを公共施設、商業施
設に配架できた。
また、青年が集まるイベントであ
る成人式で啓発カードを配布す
ることができた。

所管課 令和6年度実施計画
令和6年度
目標値

令和６年度実施推進状況 令和６年度評価

実施 実施状況の概要
男女共同参画への配慮 ★施策の方向の達成度取組み

NO
取組み名 取組み内容
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★施策の方向　　②男女共同参画を推進する団体等との協働体制の推進

A B C 対応策 評価 その理由

12201 「女(ひと)と男(ひ
と)いきいきネット
ワーク久喜」の活
動支援

・男女共同参画を推進する組織である「女
（ひと）と男（ひと）いきいきネットワーク久喜」
の団体間交流や連携が円滑に行えるよ
う、活動を支援する。

人権推進課 ・「ひとと人のつどい」の共催や、女と男いき
いきネットワーク久喜の関連記事の市ホー
ムページ掲載などにより、活動の周知と併
せて団体の支援を行う。

有

・令和6年度ひとと人のつどいを実施した。
【No.12101参照】

・広報くき6月号に女と男いきいきネットワーク久
喜会員募集記事を掲載した。

・市ホームページに活動を紹介した記事を掲
載した。

◎ ◎ ◎ ◎

女(ひと)と男(ひと)いきいきネッ
トワーク久喜との協働により共
催事業を実施し、男女共同参
画を推進する活動の支援を
行った。

12202 活動団体の支援
とPRの強化

・男女共同推進月間に「女(ひと)と男(ひと)
いきいきネットワーク久喜」との共催による
事業を開催し、団体活動の展示・発表の
場を設け、活動団体の支援とＰＲを行う。

人権推進課 ・女と男いきいきネットワーク久喜との共催
により、「ひとと人のつどい」を開催する。
・共催事業や共生セミナー委託事業を実
施することにより、男女共同参画を推進す
る市内団体の活動支援とPRを行う。
・市ホームページに女と男いきいきネット
ワーク久喜の活動記事や参加団体募集記
事を掲載し、団体の活性化を図る。

有

・令和6年度ひとと人のつどいを実施した。
【No.12101参照】

・共生セミナー委託事業を実施することにより、
男女共同参画を推進する団体の支援と事業
広報の支援を行った。

・市ホームページに会報、団体活動記事を掲
載した。

◎ ◎ ◎ ◎

女(ひと)と男(ひと)いきいきネッ
トワーク久喜加入団体をはじめ
とする市民団体との協働により
各事業を実施し、活動団体の
支援を行った。

12203 活動団体への活
動拠点の提供

・ふれあいセンター久喜の利用団体として
登録している女性団体に対し、活動の拠点
（女性団体活動支援事業室）を提供する。

社会福祉課 ・女性団体活動支援事業室を整備し、市
内の利用登録女性団体の活動拠点として
場の提供を行う。 有

ふれあいセンター久喜内に女性団体活動支援
事業室を整備した。令和６年度末現在、５団
体の市民団体が登録をし、活動している。 ○ ○ ○ ○

女性団体の活動拠点の場を提
供できたため。

12204 セミナー・講演会
等委託事業

・男女共同参画に関するセミナー、講演会
等の企画・運営・報告まで行う団体等を公
募し、委託により事業を実施する。

人権推進課 ・地域で男女共同参画社会の実現を目指
して自主的に活動している市民団体に委
託し、男女共同参画意識を育む講座等を
実施する。 有

・共生セミナーを実施した。【No.12103参照】

◎ ◎ ◎ ◎

・男女共同参画社会の実現を
目指して活動している団体と市
との協働によりセミナーや講演
会等を開催することにより、男
女共同参画の推進が図られ
た。

★施策の方向の達成度
実施 実施状況の概要

男女共同参画への配慮

令和６年度実施推進状況 令和６年度評価

令和6年度
目標値

令和6年度実施計画取組み名 所管課取組み内容
取組み

NO
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★施策の方向　　➂男女共同参画の視点に立った男女平等教育の推進

A B C 対応策 評価 その理由

保育幼稚園
課

園児の名簿・呼名、日常の言葉遣い、園
生活での活動、保護者欄の記入などにお
いて、男女平等に配慮する。

有

園児の呼名や日常の言葉遣いへの配慮、男
女混合名簿の使用など男女平等の推進を
図った。

◎ ◎ ◎ ◎

日常的な取組みにより、男女
平等教育の推進が図られた。

指導課 ・男女混合名簿の使用の定着を図り、教育
活動全般において、男女共同参画の視点
に立った指導を実践する。 有

男女平等の視点に立ち、男女混合名簿の作
成、呼称、言葉遣いなどに加え、中学校の制
服について、スラックスタイプとスカートタイプが
選択できるようにするなどした。

◎ ◎ ◎ ◎

人権尊重の視点から、これまで
の教育が見直され、男女平等
教育が推進された。

保育幼稚園
課

保育方針・教育方針に基づき、一人ひとり
の個性を尊重し、発揮できるよう生活指導
を実施する。

有

各保育所・幼稚園において、保育方針・教育
方針に基づき、一人ひとりの個性を生かす生
活指導を実施した。

◎ ◎ ◎ ◎

児童の一人ひとりの個性の育
成が図られた。

指導課 ・役割分担等、性差の意識を排除し、個の
能力に応じ適切な指導を実践する。

有

人権尊重に基づき、運動会（体育祭）や修学
旅行などの様々な学校行事、課外活動、進路
指導、生活指導などにおいて、一人ひとりの個
性を生かす指導を実施した。

◎ ◎ ◎ ◎

様々な機会を捉えて、指導で
きた。

保育幼稚園
課

園だより、保護者会・懇談会、行事運営な
どにおいて、男女平等や男女共同参画に
ついての啓発を行う。 有

各保育所・幼稚園おいて、園だより等で子育て
を両親で行うことの重要を伝えることや園行事
等の際に父親も参加しやすい環境を整備する
ことで男女平等や男女共同参画についての啓
発を行った。

◎ ◎ ◎ ◎

男女平等や男女共同参画につ
いて保護者に対する意識啓発
の充実が図られた。

指導課 ・服務出前研修を実施し、学校現場におけ
る男女共同参画の必要性を伝える。

有

３１校実施　実施校１００％
８月～９月に研修を実施
（２６校・指導者：指導主事、５校・指導者：管
理職）

◎ ◎ ◎ ◎

３１校実施　実施校１００％
８月～９月に研修を実施
（２６校・指導者：指導主事、５
校・指導者：管理職）

指導課 ・学校だよりや道徳通信等、学校市ホーム
ページ等を活用した情報発信により、適切
な指導に取り組めるよう支援する。また、適
宜オンライン等も活用し、意識啓発の機会
を充実させる。

有

年に３回程度実施される保護者会や学習参
観、土曜授業等の公開授業、学校HP等を通し
て、男女平等や家族の絆の大切さ等について
啓発を行った。

◎ ◎ ◎ ◎

年に３回程度実施される保護
者会や学習参観、土曜授業等
の公開授業、学校HP等を通し
て、男女平等や家族の絆の大
切さ等について啓発を行った。

生涯学習課 ・家庭教育学級や子育て講座の実施を通
して、男女平等、家族の大切さについて啓
発を図る。

【目標】家庭教
育学級：30学
級、子育て講
座：21校
【現状】家庭教
育学級：17学
級、子育て講
座：21校
（R5実績）

有

ＰＴＡ活動が保護者同士の交流の場となるよ
う、保護者に企画運営を委ねた家庭教育学級
の開催を支援した。
市内小学校において、就学時検診にあわせて
「子育て講座」を実施し、親の役割や心構え、
悩み、家族の絆などについての講演を行った。
【成果】家庭教育学級実施数：16校／子育て
講座実施校：21校
【評価】○

◎ ◎ ◎ ○

子育て講座については、家庭
教育アドバイザーを活用し、小
学校に入学する子をもつ親の
役割や悩み、不安の解消につ
なげることができた。

令和6年度
目標値

令和6年度実施計画所管課

令和６年度実施推進状況 令和６年度評価

実施 実施状況の概要
男女共同参画への配慮 ★施策の方向の達成度

12301 人権尊重及び男
女共同参画の視
点に立った男女
平等教育の推進

・男女平等の視点に立って、園児や児童
生徒の班編成、学用品の選定、日常の言
葉遣い、運動種目、保護者欄の記入など
について見直しを行う。
・各種名簿等への男女混合名簿の使用を
拡大し、人権尊重及び男女共同参画の視
点に立った男女平等教育の推進を図る。

・教職員や保育士に対し、男女平等や男
女共同参画に関する意識啓発を行うととも
に、研修の充実を図る。

12303

・ＰＴＡや保護者会を通して、男女平等や
家族の絆の大切さ等について啓発を行う。

・人権尊重に基づき、様々な学校行事、課
外活動、進路指導、生活指導などにおい
て、一人ひとりの個性を活かす指導を実施
する。

12304 保護者に対する
意識啓発の充実

教職員などに対
する男女共同参
画に関する意識
啓発の実施

12302 一人ひとりの個性
を活かす生活指
導等の実施

取組み
NO

取組み内容取組み名

7



施策の柱Ⅰ－３　　男女共同参画に関する国際理解の推進

★施策の方向　　①男女共同参画の国際的取組みの情報提供

A B C 対応策 評価 その理由

13101 男女共同参画に
関する国際的な
取組みの提供

・男女共同参画に関する国際的な施策に
ついて情報収集し、先進国の取組みを市
ホームページへ掲載することなどにより、意
識啓発を図る。

人権推進課 ・ジェンダーギャップ指数が上位の国の取
組みを市ホームページへ掲載し、意識啓
発を図る。 有

・市ホームページにジェンダーギャップ指数に
関する世界各国の動き等を掲載した。

◎ ◎ ◎ ◎

ジェンダーギャップ指数上位の
各国の取組をホームページ等
で周知することにより、身近な
ジェンダー格差等について改め
て意識啓発することができた。

目指す姿Ⅰ　男女共同参画社会の実現に向けた基盤の整備　　集計結果

実施 割合（％）

78.8%

21.2%

0.0%

無 0.0%

合計 100.0%

目標達成度 事業数

有

◎（十分にできた・十分な成果をあげた）

◯（ある程度できた・ある程度成果をあげた）

△（どちらかというとできなかった・事業の対象や手法の見直しが必要）

26

7

0

0

実施
令和6年度
目標値

令和６年度実施推進状況 令和６年度評価

実施状況の概要
男女共同参画への配慮 ★施策の方向の達成度

33

取組み
NO

取組み名 取組み内容 所管課 令和6年度実施計画
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第３次久喜市男女共同参画行動計画　令和６年度実施推進状況及び男女共同参画への配慮に関する調査

目指す姿Ⅱ　あらゆる分野で男女が活躍できる環境の整備

施策の柱Ⅱ－１　政策・方針決定過程における男女共同参画の推進

★施策の方向　　①審議会等における女性の参画拡大

A B C 対応策 評価 その理由
21101 女性の市政参画

意識の高揚
・行政や議会に対する女性の参画意識を
高めるため、女性の意見や要望等を市政
に反映させる機会を提供するとともに、実
施状況を市ホームページなどで周知する。

人権推進課 【隔年開催】
・いきいき女性議会を開催する。
・いきいき女性議会の様子や質問・答弁内
容を広報紙、市ホームページなどで周知
する。

無

隔年開催のため実施無し。

21102 政策参画講座に
関する情報提供

・女性の政策・方針決定の場への参画を
促進するため、政策参画講座に関する情
報提供を行う。

人権推進課 ・埼玉県女性キャリアセンターや関係機関
が開催する各種講座などの情報提供を行
う。

有

・埼玉県女性キャリアセンターが開催している
各種講座のポスターやチラシを公共施設で掲
示及び配布して情報提供を行った。

・市ホームページに県のホームページの外部リ
ンクを掲載し、直接情報が得られるようにした。

○ ○ ○ ○

女性の政策・方針決定の場へ
の参画に関する情報提供がで
きた。

21103 女性登用の推進 ・市の政策・方針決定の過程において、性
別による偏りのない審議会運営を目指すた
め、女性委員ゼロの審議会等の解消を目
指すとともに、全体の審議会等の女性登用
率が50％以上を達成できるよう関係各課
へ働きかける。
・女性委員登用状況調査を、年２回実施し
て、その結果を市ホームページ等により公
表する。
★令和９年度目標

市の審議会等における女性委員の登用
率50％

人権推進課 ・審議会等の委員における女性登用率調
査を年２回（４月、１０月）実施し、結果を市
ホームページなどで公表する。
・女性登用率が30％を下回る審議会等を
所管する課に対し、目標を達成するよう働
きかける。
・審議会等の委員を選任する際に男女共
同参画人材リストの活用について周知す
る。

【目標】登用率
43.1％
【現状】R6.4登
用率37.0％
【方法】30％を
下回る審議会
等については、
計画的に目標
達成できるよう
に働きかける。

有

・年2回、審議会等の委員における女性登用
率を調査し、結果を市ホームページにて公表し
た。
・女性登用率43.1％を目標としつつ、自治基
本条例及び女性登用推進に関する要綱に基
づき、30％を下回る審議会等に対し、女性登
用が困難な理由や、改善のための計画書の提
出を求めた。
　R6.10.1調査：5審議会等が30％未達成
　　　　　　　　　　(行政委員会をのぞく）。
【成果】
審議会等の委員における女性登用率
R6.4.1調査…37.0％　R6.10.1調査…38.0％
【評価】△
・人材リストを職員ポータルサイトに掲載し、庁
内掲示板にて積極的な活用を呼びかけた。

◎ ○ ◎ ○

年度内での女性登用率、女性
委員数は上昇したが、目標で
ある40％に達していないため、
引き続き、女性登用率40％以
上を達成できるように関係各課
に働きかけていく。

21104 女性の登用推進
に関する要綱の
遵守

・「久喜市審議会等の委員の女性の登用
推進に関する要綱」の周知徹底を図るとと
もに、団体等への委員選任依頼時におけ
る女性委員推薦協力依頼の実施について
関係各課へ働きかける。

人権推進課 ・審議会等の委員における女性登用率調
査を年２回（４月、１０月）実施する。
・女性登用率が30％を下回る審議会等を
所管する課に対し、要綱を遵守するよう働
きかける。
・審議会等の委員を選任する際に男女共
同参画人材リストの活用について周知す
る。

有

・審議会等の委員における女性登用率
　【No.21103参照】

・庁内各課に男女共同参画人材リストを周知
し、女性の審議会委員登用への活用を促し
た。 ◎ ○ ◎ ○

審議会の委員改選の際には女
性委員を積極的に登用するよ
う各課に依頼・周知を図った。
女性委員割合を30％以上とす
る意識付けは浸透している。
また、30%未達成の場合には、
女性登用が困難な理由や、改
善のための計画書の提出を求
めており、要綱は遵守されてい
る。

21105 男女共同参画人
材リストの活用

・男女共同参画人材リストの活用を図るた
め、市内公共施設に公開用人材リストを設
置し、広く市民に周知を図るとともに、人材
リストへの登録を呼びかける。
・各所属所において審議会等委員選任時
や市主催の講演会・講座等の講師を選定
する際に、人材リストを積極的に活用する
よう促す。

人権推進課 ・庁内掲示板を利用し、審議会等の委員
を選任する際や、事業の講師を選定する
際に男女共同参画人材リストを活用するよ
うに促す。
・市内公共施設に公開用人材リストを設置
し、広く市民に周知を図る。

有

・男女共同参画人材リストの活用に全庁的に
取組んでいる。
　①市審議会等への女性委員登用促進資料
　②市主催講演会、講座等の講師資料
　③団体、個人への技能などの提供資料

・人材リストの更新、整備と活用促進

・市ホームページやSNSで、人材リストの活用促
進・登録を呼びかけた。

・令和7年3月末現在の登録者数　29人

◎ ◎ ○ ○

令和3年度以降、活用実績が
増えており、審議会の女性登
用や家庭教育アドバイザー講
師、ネットアドバイザー講師、編
み物講師といった登録者の活
用実績がある。
現状、活用されている登録者
に偏りがあるため、他の登録者
も活用されるように周知して行く
必要がある。
そのため、今後も人材リストにつ
いて、広く市民に周知し、活用
実績と登録者数を増やしてい
く。

令和6年度
目標値

令和６年度実施推進状況 令和６年度評価

実施 実施状況の概要
男女共同参画への配慮 ★施策の方向の達成度

取組み
NO

取組み名 取組み内容 所管課 令和6年度実施計画

Ａ

Ｂ

共同参画意識の啓発につながった

男女共同参画への配慮

事業の企画実施にあたり男女それぞれの意見を聞いた

男女それぞれにとって利用・参加しやすいように配慮した

Ｃ
性別による固定的な役割分担意識の解消など男女

◎

○
どちらかというとできなかった・事業の

対象や手法の見直しが必要である

評価基準

十分にできた・十分な成果をあげた

できた・ある程度の成果をあげた

△
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★施策の方向　　①審議会等における女性の参画拡大

A B C 対応策 評価 その理由
市民生活課 ・附属機関の委員の選任において、選任

協議の際、男女いずれの委員数も委員総
数の３０％以上達成されているか確認を行
う。

有

附属機関の委員の選任において、選任協議の
際、男女の構成比率（男女いずれの委員数も
委員総数の30％以上）が遵守されているかの
確認を行う。

○ ○ ○

男女の構成比率が達成されて
いることから、達成度を「○」と
判断した。

人権推進課 ・審議会等の委員における女性登用率調
査を年２回（４月、１０月）実施し、結果を市
ホームページなどで公表する。
・女性登用率が30％を下回る審議会等を
所管する課に対し、目標を達成するよう働
きかける。
・審議会等の委員を選任する際に男女共
同参画人材リストの活用について周知す
る。

有

　【No.21103参照】

◎ ○ ◎ ○

女性登用率調査を年２回（4
月、10月）実施し、結果をホー
ムページなどで公表した。計画
書の提出により、女性委員登
用の意識啓発を行った。

★施策の方向　　②行政における女性職員の管理職への登用推進

A B C 対応策 評価 その理由
21201 女性職員の管理

職への登用推進
・女性の幹部職員としての育成を図りなが
ら、管理職への積極的な登用に努める。

人事課 ・係長級職員の昇任試験については、対
象職員が受験しやすい制度とするととも
に、昇任試験への積極的な受験を促す。
・人事配置にあたっては、柔軟な発想や新
たな視点が生まれやすい職場環境を構築
するため、管理職への女性登用に努める。

【目標】管理職
（課長補佐級
以上）に占める
女性職員の割
合25%以上
（R7年4月1日
まで）
【現状】R6.4.1
現在19.7.%
【方法】
左記実施計画
に基づき、女性
幹部職員の育
成に努める。

有

・係長級職員の昇任試験については、４３歳で
受験区分を分けて実施した。また、例年、保育
士・幼稚園教諭の受験者が少ないことから、関
係所属長に対し個別に通知し、受験を促した。

・管理職への登用や昇格にあたっては、個々
の能力や意欲、年齢等を総合的にふまえ実施
した。

【令和7年４月１日付け人事異動：女性職員の
管理職への昇任】部長級0人（2人中）、副部
長級1人（9人中）、課長級1人（6人中）、課長
補佐級3人（10人中）
【成果】R7.4.1現在20.5%
【評価】△

○ △

課長補佐以上の管理職に占め
る女性職員の割合は前年度か
ら0.8ポイント（R6.4.1現在
19.7%）上昇したものの、目標
未達成となった。
女性管理職の登用率について
は、指導主事等、他律的要因
で左右されるところもあるが、管
理職候補者となる係長職に女
性職員が少ないことが、最も大
きな要因と考える。女性職員が
積極的に管理職を目指すこと
ができるようにするため、様々
な取組を複合的に実施していく
必要があると考える。

人事課 ・女性職員のキャリアプラン形成や女性
リーダーの養成を目的に、市独自研修とし
て働く女性のステップアップ研修等を実施
する。 有

女性職員のキャリアプラン形成を図るため、市
独自研修として、働く女性のためのステップアッ
プ研修を講話と情報交換会の２部構成で実施
した。
参加者：働く女性のためのステップアップ研修
21人

○ ○ ○

女性職員対象の研修の実施に
より、学習機会が提供され、
キャリアプラン形成など仕事へ
の不安解消に資することができ
た。

人権推進課 ・国や県、関係機関などで開催する講座等
の情報を関係部署に提供するとともに市
ホームページにも掲載し、市民にも広く周
知する。 有

県や関係機関などで開催される働く女性のス
テップアップ支援をテーマにした講座等のチラ
シを関係部署や庁内掲示板に情報提供し、女
性職員に周知を図った。
また、市民へ周知するために、チラシを公共施
設で配布した。

○ ○ ○ ○

講座等の情報が得やすいよう、
女性職員に情報提供を行っ
た。

令和6年度
目標値

令和６年度実施推進状況 令和６年度評価

実施 実施状況の概要
男女共同参画への配慮 ★施策の方向の達成度

取組み名 取組み内容
取組み

NO

令和６年度実施推進状況 令和６年度評価

実施 実施状況の概要
男女共同参画への配慮 ★施策の方向の達成度

21106 ・「久喜市市民参加条例」に規定されてい
る、附属機関の委員の選任における男女
の構成比率（男女いずれの委員数も委員
総数の30％以上）を遵守するよう関係各
課へ働きかける。

一附属機関にお
ける男女の構成
比率の遵守

令和6年度
目標値

令和6年度実施計画所管課

取組み
NO

取組み名 取組み内容 所管課 令和6年度実施計画

・女性の各ライフステージにおける仕事へ
の不安を解消するための研修やメンター制
度等を実施するとともに、学習機会の情報
提供等を図る。

働く女性のための
ステップアップ支
援

21202
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施策の柱Ⅱ－２　仕事と家庭の両立支援の推進

★施策の方向　　①家庭における男女共同参画を推進する啓発活動の充実

A B C 対応策 評価 その理由
こども育成
課

・児童センター・児童館共同で芋掘りや館
外活動を土日に企画し、家族での参加を
促す。

有

児童センターと鷲宮児童館共同で、館外活動
およびいもほりを、仕事をしている保護者も参
加しやすいように日曜日に企画した。児童・幼
児と保護者を合わせて、館外活動は79人（児
セ38人・鷲児41人）、いもほりは35人（児セ20
人・鷲児15人）の参加があった。

○ ◎ ◎ ◎

仕事をしている保護者も参加し
やすいように、各事業を日曜日
に企画したことで、家族そろって
参加してもらうことができた。

子育て支援
課

・久喜・栗橋・鷲宮の各地域子育て支援セ
ンターにおいて、家族で参加しやすいように
土曜日にイベントを実施する。（各支援セン
ターともに年３回）

有

〇土曜事業
・久喜地域子育て支援センター（3回）
英語で遊ぼう（参加者52人）、バイオリンコン
サート（参加者55人）、ぽかぽかプレイルーム
（参加者43人）

・栗橋地域子育て支援センター(3回)
一般開放（参加者53人）、親子フィットネス＆
午後一般開放（参加者21人・14人）、ピアノコ
ンサート＆午後一般開放（参加者32人・7人）

・鷲宮地域子育て支援センター（3回）
こいのぼり製作（参加者65人）、ミニ運動会（参
加者59人）、ハロウィンまつり（参加者108人）

○ ◎ ◎ ◎

仕事をしている保護者も参加し
やすいように、各事業を土曜日
に企画したことで、家族揃って
参加してもらうことができた。

こども家庭
保健課

・ママ・パパ教室を父親と母親が共に参加
しやすいよう土曜日や日曜日に開催する。

有

父親も参加しやすいようママ・パパ教室を土曜
日・日曜日にも開催し、妊娠・出産・育児に関
する学習の場を提供した。（父親参加者延べ
117人）

○ ○ ○ ◎

ママ・パパ教室を土・日曜日に
開催することにより、両親で参
加しやすい教室にすることがで
きた。

・よりよい家庭環境づくりを推進するため、
親子や家族単位で参加できるスポーツ大
会や教室などを開催する。

スポーツ振
興課

・久喜マラソン大会やスポーツ体験会等の
親子や家族で参加できるスポーツ大会や
教室などを開催する。

有

親子や家族で参加できるスポーツイベントを開
催した。
・健幸・スポーツフェスタinアリオ鷲宮　約500
名

・健幸・スポーツフェスタin KUKI　約3,000名

・第10回よろこびのまち久喜マラソン大会
3,050名

○ ○ ○ ○

親子等で参加できるイベント運
営ができた。

所管課 令和6年度実施計画
令和6年度
目標値

令和６年度実施推進状況 令和６年度評価

実施 実施状況の概要
男女共同参画への配慮 ★施策の方向の達成度

取組み
NO

取組み名 取組み内容

22101 家族で参加でき
る行事や講座等
の開催

・よりよい家庭環境づくりを推進するため、
親子や家族で参加できる講座等を開催す
る。
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★施策の方向　　②地域と家庭における男性の参画拡大

A B C 対応策 評価 その理由
22201 男性に対する啓

発の推進
・男性が参加しやすいテーマや時間帯に配
慮した講座の開催など、男性の地域活動
や家庭生活の充実を図る啓発活動を推進
する。

人権推進課 ・各種講座等を開催する関係課に男性も
参加しやすいテーマや開催日時に配慮し
て実施するよう、働きかける。 有

・共生セミナーを実施した。【№12103参照】

・市民大学、高齢者大学で講座を実施した。
　【№12107参照】

◎ ◎ ◎ ◎

夜間や土日に講座等を開催
し、男性も参加しやすいように
配慮した。男性の参加を促進
し、啓発できた。

こども育成
課

・児童センターにおいて「お父さんといっ
しょ」を年３回土曜日に実施。手遊びやふ
れあい遊び、製作などを通して、親子の交
流の場を提供する。
・鷲宮児童館で年1回、父親も参加しやす
いよう日曜日に親子で遊べる事業を実施
する。

有

・児童センターで「お父さんといっしょ」を年３回
土曜日に実施。ふれあい遊びや製作などを通
して、親子の交流の場を提供した。

・鷲宮児童館で「お父さんもいっしょ」を年1回
日曜日に実施。ふれあい遊びや製作などを通
して、親子の交流の場を提供した。

◎ ◎ ◎ ◎

・土曜日や日曜日に事業を企
画することで、平日では参加の
難しい父親にも参加してもらうこ
とができた。
・父と子がふれあう機会を提供
することができた。

子育て支援
課

・久喜地域子育て支援センターと子育て
ネットワーク・久喜んことの協働事業におけ
る父親参加型事業（くきパパ）を実施する。
・鷲宮地域子育て支援センターと子育て
ネットワーク・ハッピー！との協働事業にお
ける父親参加型事業（お父さんのヤキイモ
タイム）を実施する。

有

地域子育て支援センターと子育てネットワーク
との協働事業
・久喜地域子育て支援センター
「くきパパ」２回実施
ドライカレー作り＆交流会（4組11人）
キーホルダー作り＆交流会（3組10人）

・鷲宮地域子育て支援センター
お父さんのヤキイモタイム（247人）

○ ○ ○ ◎

父親を主な対象とし、親子で楽
しめる事業を実施することによ
り、父親の子育て参加の促進
や交流が図ることができた。

保育幼稚園
課

・父親も参加しやすい運動会や保育参観
等の行事を実施する。

有

父親が子どもと触れ合う機会の充実を図り、父
親の子育てへの参加の促進につなげた。

◎ ◎ ◎ ◎

父親が子どもと触れ合う機会の
充実を図り、父親の育児参加
の促進につなげることができ
た。

・母子健康手帳の交付に併せ、父子健康
手帳を配布して、父親としての自覚を促
す。
・ママ・パパ教室での育児学習を通じて、父
親の育児参加を促す。

こども家庭
保険課

・母子健康手帳の交付にあわせ、父子健
康手帳を配布する。ママ・パパ教室を、父
親母親共に参加しやすい土曜日や日曜日
に開催する。 有

母子健康手帳の交付に併せ、父親向けの冊
子を配布し、出産・育児に関する知識の普及
や育児参加への啓発を図った。（745人）
父親も参加しやすいよう、ママ・パパ教室を土
曜日・日曜日にも開催し、妊娠・出産・育児に
関する学習の場を提供した。（父親参加者延
べ117人）

○ ○ ○ ◎

父親の育児参加の促進を図る
ことができた。

22203 育児・介護休業
法等の制度の周
知

・仕事と育児や介護を両立していくための
支援制度などの情報提供を行う。
★令和９年度目標
　男性が育児休業を積極的に取得した方
がよいと考える人の割合80％

人権推進課 ・制度に関する案内チラシなどを庁舎内に
配架するとともに、市ホームページに掲載
するなどして情報提供する。

有

・制度案内のチラシを窓口カウンターや庁舎ロ
ビーに配架した。

・市ホームページに他機関の関連該当ページ
へのリンクを掲載した。

◎ ◎ ◎ ◎

育児休業について、広く市民に
情報提供することができた。

令和６年度実施推進状況 令和６年度評価

実施 実施状況の概要
男女共同参画への配慮 ★施策の方向の達成度取組み名 取組み内容

令和6年度
目標値

所管課 令和6年度実施計画

父親の子育て参
加の促進

22202

取組み
NO

・父親が子育ての喜びや楽しみを見出し、
積極的に子育てに参加するよう、父親が
子どもとふれあうイベントや行事、講座など
を開催する。
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★施策の方向　　③子育てと介護の支援

A B C 対応策 評価 その理由
・保護者の保育ニーズにあった多様な保
育サービスの充実を図る。
★令和９年度目標　保育所等待機児童数
０人

保育幼稚園
課

保護者の保育ニーズに基づき、0歳児保
育、延長保育、預かり保育、休日保育、一
時保育、障がい児保育、病児・病後児保
育の保育サービスを実施する。

有

0歳児保育、延長保育、預かり保育、休日保
育、一時保育、障がい児保育、病児・病後児
保育などの保育サービスを実施及び充実を
図った。

◎ ◎ ◎ ◎

保育サービスの充実を図ること
により、様々な事由で保育でき
ない保護者が安心して過ごす
ことができる場を提供できた。

こども家庭
保健課

・4か月児健康診査を実施する。
有

４か月児健康診査において、ブックスタート事
業の場を提供した。 ○ ○ ○ ○

ブックスタート事業の場を提供
することができた。

生涯学習課 ・各保健センターで実施している４か月児
健康診査時に、絵本を介して赤ちゃんとの
ふれあいを深め、絵本の楽しさやブックス
タートの意義について保護者に説明し、
ブックスタートパック（絵本１冊、アドバイス
集、布バッグ等）を手渡す。併せて図書館
で作成した「おすすめの絵本リスト」を配布
し、赤ちゃん絵本の紹介や読み聞かせを
行い、親子での図書館の利用促進に取り
組む。

有

中央・菖蒲・栗橋・鷲宮地区の各保健センター
で実施している４か月児健康診査時に、ブック
スタートパック（絵本１冊、アドバイス集、布バッ
グ等）を手渡した。併せて図書館で作成した
「おすすめ絵本リスト」を配布し親子での図書館
の利用促進に取り組んだ。
【成果】　　　　　　　　　　　　　　【評価】
　中央図書館　　　　　　　１２回　３２０組　　◎
　菖蒲図書館　　　　　　　　６回　　６６組　　◎
　栗橋文化会館図書室　　９回　１４６組　　◎
　鷲宮図書館　　　　　　　１２回　２０８組　　◎

◎ ◎ ◎ ◎

ブックスタートパック及び「おす
すめ絵本リスト」を配布し「絵本
を通じて親子のふれあいを深
める」というブックスタートの趣
旨を受診者親子に周知するこ
とができた。

こども家庭
保健課

・利用を希望する出産直後の母親に対し、
ホームヘルパーを派遣し、家事育児援助
を行う。 有

子育て支援ホームヘルパー派遣実績
・利用人数　18人

◎ ◎ ◎ ◎

家族からの援助を受けることが
できない保護者に対し、育児に
専念できる環境を提供すること
ができた。

子育て支援
課

・各ファミリー・サポート・センターで、会員の
相互援助活動支援、講座を実施。

有

ファミリー・サポート・センター会員数と活動件
数
　・会員数　　　  989人
　・活動件数 　4,396回

◎ ◎ ◎ ◎

こどもの預かりや保護者に代
わっての保育園などの送迎に
より、仕事と家庭の両立に貢献
した。

こども育成
課

【児童センター】
・小学生向けに体育事業やみんなで遊ぼう
など、児童が楽しく参加できる事業を実
施。
・育児教室（０・１歳児）年７回実施。保健
師、栄養士の講話を実施し育児の参考とし
てもらう。また保護者の交流の場を提供
し、不安解消や仲間づくりなどに役立てても
らう。
・幼児教室（２・３歳児）年７回実施。親子
で参加し、手遊びや歌などを通した身体表
現や、様々な素材を使用した製作などの
表現活動を体験する。
・「お父さんといっしょ」を年３回土曜日に実
施。手遊びやふれあい遊び、製作などを通
して、親子の交流の場を提供する。【取組
み№22202】

【鷲宮児童館】
・幼児クラブ（R3.4.2～R5.4.1生）5回、プ
チランド12回、わくわくランド4回を予定し、リ
ズム遊びや運動遊び等の親子で楽しむ講
座を実施。

有

【児童センター】
・小学生向けに「体育事業」「みんなで遊ぼう」
「夏休み体験事業」など、児童が楽しく様々な
体験ができる事業を実施した。

・育児教室（０・１歳児）は11組、幼児教室（２・
３歳児）は15組の登録があった。各教室におい
てテーマに沿った活動や講義を実施し、また保
護者同士の交流の場を提供した。

・「お父さんといっしょ」を年3回土曜日に実施。
ふれあい遊びや製作などを通して、親子の交
流の場を提供した。

【鷲宮児童館】
・幼児クラブ（R3.4.2～R5.4.1生）5回、プチラ
ンド12回、わくわくランド4回をを実施した。リズ
ム遊びや運動遊び、製作などを通して親子の
交流を図った。

○ ◎ ◎ ◎

幼児・児童とその保護者がとも
に様々な体験ができる機会を
提供することができた。

しょうぶ会館 ・ほほえみクラブ事業を毎月1回実施する。
・ベビーヨガ教室事業を実施する。

有

〇ほほえみクラブ
参加者50名（保護者29名、幼児21名）

〇ベビーヨガ教室
事業未実施につき参加者0名

◎ ◎ ◎ ◎

乳幼児を持つ保護者が、育児
について保健師や看護師、ま
た保護者同士で気軽に話をす
ることにより、子育てに関する不
安を解消し、心の負担の軽減
を図り子育ての楽しさを感じて
もらうことができた。

取組み
NO

取組み名 取組み内容 所管課 令和6年度実施計画
令和6年度
目標値

・児童センターや児童館において、児童の
健全な遊び場を確保するとともに、育児教
室や幼児教室など、子育ての楽しさを体験
できるような講座等を開催する。

令和６年度実施推進状況 令和６年度評価

実施 実施状況の概要
男女共同参画への配慮 ★施策の方向の達成度

・子育てしやすい環境を整備するため、ファ
ミリー・サポート・センターによる相互援助活
動や子育て支援ホームヘルパーの派遣な
ど、多様なサービスを提供する。
・子育て世帯の経済的な支援のため、子ど
も医療費支給などの事業を行う。

・親と子のふれあいや赤ちゃんと絵本を開く
時間の楽しさを広め、体験するブックス
タート事業を４か月児健康診査時に実施
する。

22301 多様な子育て支
援サービス等の

充実
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★施策の方向　　③子育てと介護の支援

A B C 対応策 評価 その理由
22302 放課後児童健全

育成事業の充実
・小学校の児童をもつ保護者が安心して働
けるよう、放課後児童健全育成事業の充
実を図る。

こども育成
課

・市内全小学校に放課後児童クラブを設
置する。

有

市内小学校全校に放課後児童クラブを設置
し、放課後児童健全育成事業の充実を図っ
た。 ◎ ◎ ◎ ◎

児童に対し、適切な遊び及び
生活の場を提供することによ
り、こどもたちの健全な育成や
子育て支援が図られた。

こども家庭
保健課

・各種援護制度の周知や乳幼児健康診
査、各種相談事業、訪問指導を実施す
る。 有

乳幼児健康診査（４か月児・１０か月児・１歳６
か月児・３歳児）及び乳幼児健康相談、訪問
指導を実施した。
また、家庭児童相談室で子育て相談等を実施
した。

○ ○ ○ ◎

各種事業の実施により、保護
者の育児に対する不安軽減、
育児支援を行うことができた。

こども育成
課

・桜田複合施設において利用者支援事業
を実施。（R6年度中に開始予定）

有

桜田複合施設に子育て相談室を設置し、利用
者支援事業を実施した。

◎ ◎ ◎ ◎

子育ての悩みや疑問などを気
軽に相談できる相談室を設置
し、専任の相談員が一人ひとり
に合わせた支援を行うことによ
り、相談事業の充実が図られ
た。

子育て支援
課

・各種援護制度を広報掲載等により周知
を図る。

有

久喜、栗橋、鷲宮の地域子育て支援センター
で、子育て相談事業を実施。

◎ ◎

助言や指導を通じて、保護者
の育児不安の解消、心理的な
負担の軽減、多種多様の問題
の解決が図ることができた。

保育幼稚園
課

・保育園において随時育児相談を実施す
る。

有

保育園において子育てに関する育児相談を実
施し、子育て家庭への相談支援の推進を図っ
た。
公立保育園育児相談件数：8件

◎ ◎ ◎ ◎

子育て家庭への相談に応じ、こ
どもが健やかに育まれるよう支
援を図ることができた。

子育て支援
課

・子育て支援センターにおいて、親子が自
由に交流できる場を提供し、子育て相談
事業を実施するとともに子育て等に関する
情報提供をする。

有

公設の子育て支援センター3所、民間の子育
て支援センターが10所、公設のつどいの広場
が1所、合計14所の地域子育て支援拠点が設
置されており、親子が遊びに来て自由に交流
できる場を提供している。

◎ ◎

気軽に利用でき、利用者同士
が交流しやすい環境づくりに努
め、子育てに関する情報の提
供や相談事業を実施すること
ができた。

保育幼稚園
課

・子どもと保護者の交流をより深めるため園
庭開放や保育参加等の行事を実施する。 有

各幼稚園において園庭開放や保育参加等の
行事を実施し、こどもと保護者の交流を深める
機会を作った。

◎ ◎ ◎ ◎

園庭開放、保育参加を実施
し、交流が深まった。

保育幼稚園
課

運動会等の園行事を土日に開催するな
ど、開催日時や開催時間などを配慮する。 有

保護者が参加しやすくなるよう、運動会等の行
事を土日に開催するなど、開催日時や開催時
間等を配慮した。

◎ ◎ ◎ ◎

開催日時や開催時間等を配慮
し、保護者のニーズに合った行
事の開催を図ることができた。

指導課 ・授業日数の確保も含め、各学校ごとに土
曜授業の適切な実施や、行事等の位置づ
けを通して、オンラインも含めた保護者が
参加しやすい開催日時や在り方を計画して
いく。

【目標】実施校
31校
【現状】31校
【方法】土曜授
業における公
開授業・学校
公開の実施

有

小学校２１校、中学校１０校すべてで、土曜授
業における公開授業、学校公開を実施した。
就学している保護者等、学校行事に参加しや
すくなるよう、オンラインを活用し、学校行事を
実施した。

【成果】実施校31校
【評価】◎

◎ ◎ ◎ ◎

市内全ての学校で土曜授業を
実施したため。また、各校でオ
ンライン配信等工夫して行事を
行ったため。

所管課 令和6年度実施計画
令和6年度
目標値

令和６年度実施推進状況 令和６年度評価

22304 子育てを支援す
る交流の場の提
供

・子育て支援センターや幼稚園などにおい
て、子どもやその保護者が気軽に利用し、
交流を深めることのできる場を提供すること
により、子育て中の保護者の支援を図る。

22305

取組み名 取組み内容

保護者の行事等
への参加に対す
る配慮

・就労している保護者も学校行事等に参加
しやすくなるよう、保育・授業参観、保護者
会等の行事を土日に開催するなど、開催
日時や開催時間などを配慮する。
・パートナーシップを宣誓した家庭において
も、行事等に参加しやすいよう配慮する。

実施 実施状況の概要
男女共同参画への配慮 ★施策の方向の達成度

22303 子育て家庭への
相談支援及び各
種情報提供等の
充実

・子どもが心身ともに健やかに育まれるよ
う、子育て相談事業の充実を図る。
・育児不安や育児の孤立化を防ぐため、各
種検診や乳幼児相談・教室、母子訪問指
導などの母子保健事業の充実を図る。
・ひとり親家庭等の経済的自立と福祉の向
上のため、児童扶養手当制度やひとり親
家庭等医療費支給事業等の各種援護制
度の周知及び利用促進を図る。

取組み
NO
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★施策の方向　　③子育てと介護の支援

A B C 対応策 評価 その理由
・介護者の負担軽減を図るため、介護者
支援に関する取組みや相談窓口につい
て、市ホームページなどで広く周知する。

高齢者福祉
課

・介護者の負担軽減を図るため、介護者
支援に関する取り組みや相談窓口につい
て、地域包括支援センターチラシの配架や
市ホームページなどで広く周知する。

有

介護者支援に関する相談窓口について、地域
包括支援センターチラシを配架したり、市の
ホームページに掲載し、広く周知した。 ○ ○ ○ ○

配架物等からの問合せなどか
ら、市の事業や介護認定など
につながり負担軽減につながっ
た。

高齢者福祉
課

・高齢者、家族等からの相談に対し、関係
機関と連携しながら、必要な支援を行う。 有

高齢者やその家族、地域の方などからの相談
に対し、介護支援専門員をはじめとした関係機
関と連携を図り、支援を実施した。

○ ○ ○ ○

関係機関とのケース会議や役
割分担により様々なアプローチ
で課題の解決にあたった。

介護保険課 ・要介護（要支援）認定者宅へ架電しての
電話相談や、来庁者に対しての窓口相談
を実施し、介護サービスの利用について相
談に応じるとともに、サービス提供事業者
等と連携し、介護者のための相談・支援体
制の充実を図る。

【目標】相談件
数1,760件
【現状】1,088
件（R5年度実
績） 有

介護サービスの利用について、要介護（要支
援）認定者へ架電しての電話相談や、窓口で
の相談を実施（相談件数1,048件）した。
また、サービス提供事業者が開催する運営推
進会議に出席し、施設入所者への相談を行っ
た。
【成果】　相談件数1,048件
【評価】　〇

○ ○ ○ ○

性別に関わりなく、相談等を通
して適切な支援をするとともに、
介護サービスの質の向上につ
なげることができた。

人権推進課 ・制度の利用促進につながる案内チラシな
どを庁舎内に配架するとともに、市ホーム
ページに掲載するなどして情報提供する。 有

国や県などから配布される各種制度の案内チ
ラシを窓口カウンターや庁舎ロビーに配架し、
市ホームページに他機関の関連該当ページへ
のリンクを掲載した。

◎ ◎ ◎ ○

育児休業制度の利用につい
て、広く市民や事業者に周知
することができた。

商工観光課 ・労働関係機関からのチラシやパンフレット
等を窓口等に配架するほか、市ホーム
ページでも各種制度の周知を図る。

有

国、県等の関係機関から送付される各種制度
等のパンフレットを配架した。 ○ ○ ○ ○

制度の周知を行うことで、仕事
と家庭の両立への啓発が図れ
た。

取組み
NO

取組み名 取組み内容 所管課 令和6年度実施計画
令和6年度
目標値

令和６年度実施推進状況 令和６年度評価

実施 実施状況の概要
男女共同参画への配慮 ★施策の方向の達成度

22307 育児休業・介護
休業などに関する
制度等の周知及
び活用促進

・家庭と仕事の両立を支援するため、事業
者等に対して育児休業・介護休業などに
関する様々な制度の周知を図るとともに、
制度の積極的な活用の促進を図る。

・要介護認定者やその家族の相談及び苦
情に対応するとともに、サービス提供事業
者等と連携し、問題の改善やサービスの質
の向上を図る。

22306 介護者のための
相談・支援
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施策の柱Ⅱ－３　働きやすい職場環境づくり

★施策の方向　　①男女が共に能力を発揮できる職場環境づくり

A B C 対応策 評価 その理由
23101 事業者向け啓発

活動の推進
・市内事業所を対象に、男女共同参画に
関する情報提供や仕事と家庭の両立支援
などをテーマとする講座の開催などを行
い、事業所との協働により男女協働参画推
進を図る。

人権推進課 ・市内事業所を対象とした事業者セミナー
を開催する。

有

・事業者セミナー
　市内の事業所を対象に事業者セミナーを開
催し、すべての人がいきいきと働ける就労環境
整備に関する講座を開催した。
　開催日：1月29日（水）
　会場：久喜菖蒲工業団地管理センター
　講演名：『職場におけるハラスメント対策』
　講師：吉田　仁志　氏 （特定社会保険労務
士、シニア産業カウンセラー、公認心理師）
　参加者数：32人

◎ ◎ ◎ ◎

市内の事業所との協同により事
業者セミナーを開催し、すべて
の人がいきいきと働くためにハ
ラスメントのない職場づくりにつ
いて学ぶ機会の提供ができ
た。
育児休業などの法律や制度な
どについては、市ホームページ
で女性が働きやすい就労環境
の整備に関する情報を提供で
きた。

23102 女性管理職登用
についての啓発

・事業所に対して、ポジティブ・アクション
（積極的改善措置）に関する情報提供を
行い、女性管理職登用の促進を図る。

人権推進課 ・市内事業所を対象とした事業者セミナー
を開催するとともに、チラシの配布や市
ホームページへの掲載などにより情報提供
する。

有

・事業者セミナーを実施した。【№23101参照】

・市ホームページに、埼玉県の「多様な働き方
実践企業認定制度」の認定を受けた久喜市事
業所一覧へのリンクを掲載し、情報提供した。

◎ ◎ ◎ ◎

女性活躍推進や働き方改革な
どに関する情報提供を行った。

23103 労働に関する法
制度等の普及・
啓発

・事業所に対して、改正男女雇用機会均
等法など、労働に関する様々な法制度の
周知を図るとともに、男女就業者が共に仕
事と家庭の両立が図れるよう、労働時間の
短縮やフレックスタイム制の導入などにつ
いて、普及啓発を図る。
・パートタイム労働者の雇用改善に関する
情報を提供する。

商工観光課 ・労働関係機関からのチラシやパンフレット
等を窓口等に配架するほか、市ホーム
ページでも情報提供を行う。

有

国、県等の関係機関から送付される各種法制
度等のパンフレットを窓口等へ掲示した。
また、労働に関する様々な法制度の啓発を図
るため、広報紙へ情報を掲載した。
ハローワーク春日部と連携し、パートタイムに関
する就職情報誌（毎週更新）を本庁舎や行政
センター等に配架した。

○ ○ ○ ○

各種法制度について、啓発が
図れた。

人権推進課 ・市内事業所を対象とした事業者セミナー
を開催する。
・育児休業などの法律や制度など、女性が
働きやすい就労環境の整備に関する情報
を市ホームページに掲載し、情報提供す
る。

有

・事業者セミナーを実施した。【No.23101参
照】

◎ ◎ ◎ ◎

市内事業所を対象とした事業
者セミナーを開催し、すべての
人が働きやすい就労環境の整
備について啓発ができた。

商工観光課 ・労働関係機関からのチラシやパンフレット
等を窓口等に配架するほか、市ホーム
ページでも情報提供を行う。 有

国、県等の関係機関から送付される各種法制
度等のパンフレットを窓口等へ掲示した。
また、多様な働き方認定企業を紹介するた
め、市ホームページに県の「埼玉県多様な働
き方実践企業」のページをリンクさせた。

○ ○ ○ ○

各種法制度について、啓発が
図れた。

23105 市職員が育児休
業等を取得しや
すい職場環境の
整備

・職員の仕事と家庭の両立支援を推進す
るため、性別にとらわれず、育児休業が取
得しやすい職場環境の整備に努める。

人事課 ・管理職によるイクボス宣言の実施。
・配偶者が出産を控えている男性職員に
対し、育児休業等取得計画書の作成を促
す。
・子育て・介護応援ハンドブックについて、
必要に応じ更新を行い職員へ周知をす
る。
・育児休業体験談及び収入シミュレーショ
ン等による情報提供。

【目標】男性職
員の育児休業
取得率（R6年
度までに80％）
【現状】
令和5年度
100％
【方法】
左記実施計画
に基づき、積極
的な取得を働
きかける。

有

・新たに14名の管理職によるイクボス宣言を実
施。

・配偶者が出産を控えている男性職員に対し、
育児休業等取得計画書の作成を促した。

・子育て・介護応援ハンドブックや育児休業体
験談及び収入シミュレーション等で情報提供を
行い、育児に関する休暇制度や経済支援等の
周知を行った。

【成果】男性職員育休取得率　87.5％
【評価】◎

○ ○ ◎

職員への育児休業等制度等の
情報提供することにより、制度
の周知が図られ、職場環境の
整備につなげることができた。
R6男性職員の育児休業取得
率は87.5％となり、目標値を達
成できた。

令和６年度実施推進状況 令和６年度評価

実施 実施状況の概要
男女共同参画への配慮 ★施策の方向の達成度

取組み
NO

取組み名 取組み内容 所管課 令和6年度実施計画
令和6年度
目標値

23104 ・事業所に対して職場における各種ハラス
メントの防止や女性の健康管理対策の推
進、育児休業や長時間労働の見直しな
ど、法律や指針の周知を図り、女性が働き
やすい就労環境の整備に努める。

女性が働きやす
い就労環境の整
備の啓発
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★施策の方向　　②女性がチャレンジできる環境づくりへの支援

A B C 対応策 評価 その理由
・デジタル分野の技術習得など、女性の
キャリアアップや起業支援のための講座の
案内や、時間や場所にとらわれないテレ
ワークなど、多様な就労形態に関する様々
な情報を提供する。

人権推進課 ・埼玉県女性キャリアセンター等、関係機
関が開催する各種講座のチラシやパンフ
レットを庁舎内に配架するとともに、市ホー
ムページに掲載するなどして情報提供す
る。 有

・県女性キャリアセンターが開催する各種講座
についてポスターやチラシで周知を図った。

・市ホームページに県のホームページの外部リ
ンクを掲載し、直接情報が得られるようにした。

・人権相談・女性相談および、女性の悩み（カ
ウンセリング）相談において労働に関する相談
に応じた。

○ ○ ○ ○

再就職支援講座等について、
相談窓口や講座等の情報を提
供できた。

・起業を目指す女性を支援するため、資金
や経営、技術などに関する関係機関の支
援事業及び支援実施機関の情報提供を
行う。

商工観光課 ・久喜市商工会との共催による創業者向
けセミナー（創業塾）をはじめ、県等が開催
する各種セミナーの周知等を行う。 有

県等の関係機関から送付される創業関連のパ
ンフレットを窓口等へ配架した。
また、市内の空き店舗を活用した開業のため
の補助を実施し、新規事業の開業や起業を目
指す方を支援した。

○ ○ ○ ○

創業支援事業の周知により、
女性が起業できる環境づくりが
図れた。

人権推進課 ・埼玉県女性キャリアセンター等、関係機
関が開催する各種講座のチラシやパンフ
レットを庁舎内に配架するとともに、市ホー
ムページに掲載するなどして情報提供す
る。

有

【No.23201参照】

○ ○ ○ ○

再就職支援講座等について、
相談窓口や講座等の情報を提
供できた。

商工観光課 ・ハローワークの求人情報や、労働関係機
関からのチラシ等を窓口等に配架するほ
か、市ホームページでも情報提供を行う。

有

ハローワークの求人情報や、国、県等の関係
機関から送付される各種制度等のパンフレット
を窓口等に配架した。

○ ○ ○ ○

制度の周知を行うことで、女性
の職域拡大や再就職が図れ
た。

23203 働く女性及び再
就職希望者への
情報提供

・働いている女性の悩みに対する相談や、
働きたいまたはチャレンジしたいと希望する
女性のための支援や講座などの情報提供
を行う。

人権推進課 ・埼玉県女性キャリアセンター等、関係機
関が開催する各種講座のチラシやパンフ
レットを庁舎内に配架するとともに、市ホー
ムページに掲載するなどして情報提供す
る。

有

　【No.23201参照】

○ ○ ○ ○

再就職支援講座等について、
相談窓口や講座等の情報を提
供できた。

23204 就労に関する情
報の提供

・内職相談において、家内就労に関する情
報の提供とあっせんをする。

商工観光課 ・毎週火・金曜日に内職相談を開催する。

有

内職相談を毎週火曜・金曜日に開催し、家内
就労に関する情報提供を実施した。 ○ ○ ○ ○

内職相談にて就職情報を提供
できた。

23205 能 力 開 発 講 座
（労働講座）に関
する情報の提供

・県など関係機関と連携して、女性の職業
技術取得や女性の能力開発につながる講
座（労働講座）に関する情報提供を行う。

商工観光課 ・労働関係機関からのチラシやパンフレット
等を窓口等に配架するほか、市ホーム
ページでも情報提供を行う。 有

県等の関係機関から送付される各種講座等の
パンフレットを窓口等へ掲示した。

○ ○ ○ ○

各講座について、情報提供で
きた。

23206 農業に従事する
女性への支援

・農業に従事する女性の労働負担を軽減
し、働きやすい就業環境をつくるため、家
族協力が得やすくなるよう啓発活動を推進
するとともに、家族経営協定の普及を図
る。
・農業経営に必要な知識や技能を修得す
るための研修などに関する情報提供を行
う。

農業振興課 ・認定農業者の申請時において、女性が
働きやすい就業環境をつくるため、家族経
営協定の締結を働きかける。
・埼玉県が実施する、女性農業者向け事
業（農業版ウーマノミクス事業）について、
市ホームページ等を通じて開催を周知す
る。

有

認定農業者の申請時において、申請書類とな
る農業経営改善計画に、定休日の導入や労
働時間の縮減等を改善事項として取り入れる
よう助言し、農業従事者が働きやすい就業環
境づくりに努めた。

○ ○ ○ ○

労働時間の縮減等を農業経営
改善計画に導入することによ
り、農業者の労働環境改善へ
の意識付けを図ることができた
ため。

所管課 令和6年度実施計画
令和6年度
目標値

令和６年度実施推進状況 令和６年度評価

実施 実施状況の概要
男女共同参画への配慮 ★施策の方向の達成度

23202 再就職や労働相
談に関する情報
提供

・女性の職域拡大や再就職を希望する女
性を支援するため、市ホームページなどを
活用し、再就職支援や労働に関する相談
機関等の周知を図る。

取組み
NO

取組み名 取組み内容

女性のキャリア
アップや起業に関
する支援の充実

23201
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施策の柱Ⅱ－４　男女が共に担う地域社会づくりの推進

★施策の方向　　①地域活動における男女共同参画の推進

A B C 対応策 評価 その理由
24101 あらゆる人の地域

活動への参画支
援

・高齢者や障がい者、子育て家庭など、あ
らゆる人が男女偏りなく共同して地域活動
に参画できるよう働きかける。
・女性が地域の住民組織リーダーとして活
躍できるよう、男女共同参画に関する啓発
活動を行う。

人権推進課 ・「ひとと人のつどい」や１日体験学習バス
ツアー、WithYouさいたま体験学習ツ
アー、共生セミナー等の事業を実施するこ
とにより、啓発を行う。

有

・令和6年度ひとと人のつどいを実施した。
 【No12101参照】
・１日体験学習バスツアーを実施した。
　【No12107参照】
・共生セミナーを実施した。
　【No12103参照】
・WithYouさいたま体験学習ツアーを実施し
た。
　【No12107参照】

◎ ◎ ◎ ◎

各種事業により、市民に男女
共同参画について周知できた。

24102 市民活動の推進 ・市民活動を行う団体に関する情報の周
知などを行うことで、市民活動の推進を図
る。

市民生活課 ・市ホームページにおいて、活動内容等を
紹介する。
・イベント等がある場合は、広報紙への掲
載依頼や市民活動情報コーナーへのチラ
シの配架を行う。

【目標】市民活
動登録団体数
230団体
【現状】225団
体　【方法】市
ホームページ
において、活動
内容等を紹介
する。

有

市民活動情報コーナー及び市ホームページ
で、市民活動を行う団体の情報提供を実施
市民活動団体が行う、社会貢献型事業に対し
て、市民活動推進補助金を交付
交付団体数:１５団体　7,069,000円

【成果】 241団体
【評価】 ○

○ ○ ○

市民活動を行う団体相互の情
報交流とともに、活動の啓発及
び財政支援を実施したことか
ら、達成度を「○」と判断した。

社会福祉課 ・ふれあいセンター久喜内に女性団体活
動支援事業室を整備し、女性団体の活動
拠点の場の提供を行う。 有

ふれあいセンター久喜内に女性団体活動支援
事業室を整備した。令和６年度末現在、５団
体の市民団体が登録をし、活動している。 ○ ○ ○ ○

女性団体の活動拠点の場を提
供できたため。

スポーツ振
興課

・市内小中学校の校庭及び体育館を開放
し、地域活動や団体活動の場を提供す
る。 有

〇学校体育施設開放事業
　市内小・中学校の運動場及び体育館を開放
し、地域活動や団体活動の場を提供した。
・運動場利用団体：５４団体
・体育館利用団体：１８０団体

○ ○ ○ ○

学校教育に支障のない範囲で
小・中学校の体育施設（校庭、
体育館）を開放することにより、
スポーツ団体等に地域活動の
場を提供することができた。

地域保健課 ・生活習慣病予防に関する健康教育や健
康相談を実施する。

有

生活習慣病予防に関する健康講座
34回　延べ1,411人
健康相談　延べ1,287人
埼玉県コバトンALKOOマイレージ　1,252人

○ ◎ ○ ○

生活習慣病予防のために必要
な知識の普及等により健康の
保持増進を図ることができた。

スポーツ振
興課

・男女が健康な生活が送れるよう、スポー
ツ・レクリエーション事業を実施する。

有

スポーツ・レクリエーション事業を実施した。
・新体力テスト　46名
・健幸・スポーツフェスタinアリオ鷲宮　約500
名
・健幸・スポーツフェスタin KUKI　約3,000名
・綱引大会　725名
・第10回よろこびのまち久喜マラソン大会
3,050名

○ ○ ○ ○

イベントを通して参加した男女
が健康な生活を送れるようス
ポーツ・レクリエーション活動の
充実が図られた。

目指す姿Ⅱ　あらゆる分野で男女が活躍できる環境の整備

実施 割合（％）

47.5%

49.2%

1.6%

無 1.6%

合計 100%

所管課 令和6年度実施計画
令和6年度
目標値

令和６年度実施推進状況 令和６年度評価

実施 実施状況の概要
男女共同参画への配慮 ★施策の方向の達成度

取組み
NO

取組み名 取組み内容

1

61

目標達成度 事業数

有

◎（十分にできた・十分な成果をあげた） 29

◯（ある程度できた・ある程度成果をあげた） 30

△（どちらかというとできなかった・事業の対象や手法の見直しが必要） 1

健康づくり、ス
ポーツ・レクリエー
ション事業の充実

24105 ・男女が地域の中で自立して健康な生活
を送れるよう、健康づくり事業やスポーツ・
レクリエーション活動の充実を図る。

24103 地域活動の拠点
となる施設の環境
整備

・男女が地域活動に積極的に参加できる
よう、地域交流活動の拠点となる施設の環
境整備を行う。
・学校教育に支障のない範囲で、小・中学
校の校庭及び体育館を開放し、スポーツ
活動の場の提供を行う（学校体育施設開
放事業）。
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第３次久喜市男女共同参画行動計画　令和６年度実施推進状況及び男女共同参画への配慮に関する調査

目指す姿Ⅲ　すべての人が安心・安全に暮らせるまちづくり

施策の柱Ⅲ－１　　生涯を通じた健康支援

★施策の方向　　①健康づくりの推進

A B C 対応策 評価 その理由
健康医療課 ・健康づくり・食育推進大会は、「第2次久

喜市健康増進・食育推進計画」に基づき、
計画の周知や市民の意識醸成の目的で
実施していたため、第２次計画の終了とと
もに、令和5年度をもって終了した。
・令和６年度は、部内で連携をとり、スポー
ツの行事で健康や食育の事業を同時開催
することなどを検討している。

有

12月22日にスポーツ振興課が実施した「健
幸・スポーツフェスタKUKI」に健康ブースとして
参加した。
健康ブースでは、久喜市歯科医師会による口
を閉じる力の測定や、埼玉東部消防組合久喜
消防署による消防服着装、救命体験を実施
し、延べ人数約850人が参加した。

○ ○ ○ ○

こども向けのブースを出展する
ことで、こどもや親世代が多く来
場し、スポーツイベントと併せて
実施することにより、幅広い年
齢層が来場し、健康づくりと食
育の重要性を伝えるとともに、
日々の実践への動機づけがで
きたと考えるため。

地域保健課 ・生活習慣病予防に関する健康教育や健
康相談を実施する。

有

生活習慣病予防に関する健康講座34回
延べ1,411人
健康相談　延べ1,287人
埼玉県コバトンALKOOマイレージ　1,252人

○ ◎ ○ ○

生活習慣病予防のために必要
な知識の普及等により健康の
保持増進を図ることができた。

31102 健康づくり・食育
推進のための情
報提供と啓発活
動の充実

・市ホームページの健康・食育ナビに健康
づくりや食育推進のための情報掲載等を
し、啓発活動の充実を図る。

地域保健課 ・こころの健康に係る悩みや困りごとに関す
る相談機関の情報の充実を図る。また、国
や県をはじめとする関係機関が実施する取
り組みや情報の更新に合わせ、随時掲載
記事やリンクを確認し、常に最新情報を提
供する。

有

市ホームページの健康・食育ナビに健康づくり
や食育推進のための情報を掲載した。また、こ
ころの健康に係る悩み事や困りごとに関する相
談機関の情報を掲載した。具体的には、6月の
食育月間、8月31日の野菜の日、9月の自殺
予防週間、3月の自殺対策強化月間等の情
報提供を行った。

○ ○ ○ ○

多くの市民にこころやからだの
健康に関する情報や食育に関
する情報を提供することができ
た。

31103 各種健康診査事
業等の充実と受
診促進

・国民健康保険及び後期高齢者医療の被
保険者を対象に、特定健康診査・健康診
査の無料実施や、人間ドック・脳ドックの受
診費用の一部を助成する。
・国民健康保険の被保険者を対象に、市
が行う各種がん検診の受診費用（自己負
担金）の助成を行い、健康の維持増進を
図る。
★令和９年度目標 がん検診延べ受診者
数37,000人

国民健康保
険課

・特定健康診査を実施する。
・人間ドック・脳ドックの受診費用を助成す
る。
・各種がん検診の受診費用（自己負担金）
を助成する。

【目標】特定健
康診査受診率
４６％（法定報
告）
【現状】R5受診
率３７．０％
（R6.3月末時
点）
【方法】広報
紙、市ホーム
ページ、X(旧
twitter)、フェイ
スブックなどを
活用し周知す
る。受診勧奨は
がきを送付す
る。担当課窓
口にポスター等
を掲示する。
キャンペーン期
間中に受診し
た対象者へ抽
選で賞品をプレ
ゼントする。

有

国民健康保険及び後期高齢者医療の被保険
者を対象に、特定健康診査・健康診査の無料
実施や、人間ドック・脳ドックの受診費用の一部
を助成するとともに、国民健康保険の被保険
者を対象に、市が実施するがん検診の受診費
用（自己負担金）の助成を行い、健康の維持
増進を図った。

【成果】
R6受診率　36.8％　（R7.3.27時点）
【評価】〇

◎ ◎ ◎ ◎

特定健康診査・健康診査の無
料実施や、人間ドック・脳ドック
及びがん検診の受診費用の一
部を助成することにより、被保
険者の疾病予防及び疾病の早
期発見、早期治療につながっ
た。

取組み
NO

取組み名 取組み内容 所管課 令和6年度実施計画
令和6年度
目標値

令和６年度実施推進状況 令和６年度評価

実施 実施状況の概要
男女共同参画への配慮 ★施策の方向の達成度

31101 生涯にわたる健
康づくり・食育推
進

・子どもから高齢者まで生涯にわたる健康
づくりを進めるため、所管課、関係課におい
て、健康づくり・食育推進事業等を実施す
る。

Ａ

Ｂ

共同参画意識の啓発につながった

男女共同参画への配慮

事業の企画実施にあたり男女それぞれの意見を聞いた

男女それぞれにとって利用・参加しやすいように配慮した

Ｃ
性別による固定的な役割分担意識の解消など男女

◎

○
どちらかというとできなかった・事業の

対象や手法の見直しが必要である

評価基準

十分にできた・十分な成果をあげた

できた・ある程度の成果をあげた

△
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★施策の方向　　①健康づくりの推進

A B C 対応策 評価 その理由
31104 妊娠・出産等にか

かわる健康支援
の充実

・子育て世代包括支援センターの運営によ
り、妊娠・出産等に対する正しい知識の普
及及び相談・支援を行う。
・妊娠届出時等での保健事業の紹介やマ
マ・パパ教室の開催、妊産婦訪問指導等
を行う。
・不妊に関する経済的支援を行う。

こども家庭
保健課

・こども家庭センターの運営により、妊娠・
出産等に関する正しい知識の普及、妊娠
期から子育て期にわたる伴走型相談支援
及び出産・子育て応援ギフト支給を実施す
る。
・妊娠届出時の面談等における保健事業
の紹介、ママ・パパ教室の開催、妊産婦訪
問指導等を実施する。
・不妊検査・不育症検査・不妊治療費に関
する助成を行う。
※子育て世代包括支援センター（中央保
健センター）と子ども家庭総合支援拠点
（子ども未来課）を統合し、R6.4.1に母子保
健と児童福祉の機能を持つこども家庭セン
ターを開設した。

有

こども家庭センターの運営により、妊娠・出産等
に関する正しい知識の普及、妊娠期から子育
て期にわたる伴走型相談支援及び出産・子育
て応援ギフト支給を実施した。

・妊娠届出時の面談等における保健事業の紹
介、ママ・パパ教室の開催、妊産婦訪問指導
等を実施した。

・不妊検査・不育症検査・不妊治療費に関す
る助成を行った。

○ ○ ○ ◎

各種事業により、妊娠・出産に
かかわる健康支援を行うことが
できた。

31105 介護予防事業の
充実

高齢者が、要介護状態になることを予防
し、自立した生活を続けることができるよう
に、介護予防に向けた事業を行う。

高齢者福祉
課

・自立状態の維持や要介護状態への移行
の防止のため、住民主体による、はつらつ
運動教室の開催や普及に取り組み、介護
予防に取り組む。

【目標】新規は
つらつリーダー
養成15名
【現状】（R5実
績）
新規はつらつ
リーダー養成1
名
【全はつらつ
リーダー92名
（R6.3.31現
在）】

有

はつらつリーダー養成講座参加者11名。新規
はつらつリーダー養成8名。【全はつらつリー
ダー96名（R7.３末現在】

【成果】新規はつらつリーダー養成8名。
【評価】△

○ ○ ○ ○

男女問わず介護予防を図るこ
とができた。

31106 健康づくり・食育
推進体制の強化

・医師会・歯科医師会をはじめとする、関
係団体や公募の市民等で構成される健康
増進・食育推進会議と行政との連携を強
化し、健康増進・食育推進体制の充実を
図る。

健康医療課 ・庁内関係課が実施する事業の状況や成
果について、健康増進・食育推進会議委
員の専門的知見から、提案や助言をいた
だき、同会議作業部会、庁内連絡会議を
通じて担当課へフィードバックし、取り組み
の推進を図る。

有

健康増進・食育推進作業部会及び庁内連絡
会議において庁内関係課の取り組みを確認
し、健康増進・食育推進会議において取り組み
の報告、施策推進に向けた検討を行った。
（開催回数）作業部会、庁内連絡会議、健康
増進・食育推進会議各2回開催。
第2回作業部会はオンラインで開催。

○ ○ ○ ○

庁内関係課が実施する事業、
第3次計画の認知度について
確認し、健康増進・食育推進
会議委員から提案・助言いた
だくことにより、健康増進・食育
推進会議と行政の連携が強化
できたと考えるため。

31107 既存組織等を活
用した各種健康
情報の提供

・既存組織等を活用し、健康づくりに関する
情報の提供を行う。

地域保健課 ・食生活改善推進員協議会に保健セン
ター事業の一部を委託し、食を通じて市民
に健康に関する情報提供を行う。
・食を通じた健康づくりに関する情報を盛り
込んだ動画を作成する。

【目標】動画作
成本数2本及
び動画視聴回
数1,200回以
上
【現状】（R5年
度実績）動画を
3本作成・公開
し、視聴回数
1397回。【方
法】市ホーム
ページへのリン
クやQRコードを
付したチラシを
関係機関へ頒
布し、広く周知
を図る。

有

食生活改善推進員に保健センター事業の栄
養講座の一部を委託した。
また、R6年度食育動画は、2本作成・配信し
た。1本目は共食の大切さをテーマとし、動画
を作成した。R6.11.11に配信し、849回の再生
回数であった。
2本目はバランスのよい食事をテーマとし、簡
単ワンプレートごはんの動画を作成し、R7.1.15
に公開し、352回の再生回数であった。
いずれの動画も、子育て世代の市民を主な視
聴の対象にしていたため、市内小中学校に依
頼し、食育動画をタブレット配信していただくよ
う依頼を行い、再生回数の増加に努めた。

【成果】視聴回数は目標値に達し、動画は食
生活改善推進員協議会の協力を得て作成し
た。
【評価】◎

○ ○ ○ ○

R6年度は食生活改善推進員
協議会の協力を得て、食育動
画を作成することができた。ま
た、食育動画を配信すること
で、食を通じた健康づくりに関
する情報を提供することができ
た。

31108 保健活動に関す
る地域組織等の
育成

・愛育班員や食生活改善推進員などの地
区組織関係者を対象に研修会を開催し、
保健活動を推進する地域組織の育成を図
る。

地域保健課 ・食生活改善推進員等を対象に研修会を
開催する。

有

県主催の研修会への参加、栄養士・保健師が
推進員等に研修を開催し、推進員等の脂質向
上を図った。 ○ ○ ○ ○

研修会への参加等により、資
質向上を図ることができた。

取組み
NO

取組み名 取組み内容 所管課 令和6年度実施計画
令和6年度
目標値

令和６年度実施推進状況 令和６年度評価

実施 実施状況の概要
男女共同参画への配慮 ★施策の方向の達成度
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★施策の方向　　②生涯にわたる性と生殖に関する健康と権利の普及と啓発

A B C 対応策 評価 その理由
31201 リプロダクティブ・

ヘルス／ライツに
関する啓発活動
の推進

・年齢とともに変化する身体と心への影響
などの理解促進や、リプロダクティブ・ヘル
ス／ライツの普及を図るため、各種講座や
学習機会などに情報提供を行う。

人権推進課 ・リプロダクティブ・ヘルス／ライツに関し
て、市ホームページに関連記事を掲載し、
情報提供を行う。

有

・リプロダクティブ・ヘルス／ライツの考え方や市
の取り組みについて、市のホームページに掲載
し情報提供を行った。

・市民大学「男女共同参画による社会づくり」の
講座において、リプロダクティブ・ヘルス／ライツ
に関する普及啓発を行った。

・ひとと人のつどいにて、包括的性教育に関す
る記念講演を開催。また、ユースクリニック（こ
ころとからだ、性に関する相談所）実施団体に
ブース出展を依頼し、実施した。

◎ ◎ ◎ ◎

リプロダクティブ・ヘルス／ライ
ツに関する正しい理解促進の
ための情報提供ができた。

31202 母性保護に関す
る情報の提供

・妊娠・出産期等の健康支援を図るため、
母子健康手帳交付時等に、母性保護に関
する各種情報の提供を行う。

こども家庭
保健課

・母子健康手帳交付時に、併せて父子健
康手帳を配布し、母性保護に関する情報
提供を行う。 有

母子健康手帳交付時に併せて父子健康手帳
を配布し、母体保護に関する情報提供を行っ
た。（745人） ○ ○ ○ ○

母子健康手帳の交付及び父
子健康手帳の配布により、母
体保護に関する情報提供を行
うことができた。

31203 人間尊重に基づ
いた性教育の推
進

・人権尊重や男女平等の理解と協力の意
識を高めるため､各教科や道徳、特別活動
などの教育活動を通して、人間尊重に基
づいた性教育を推進する。

指導課 ・人権尊重や男女平等の理解と協力の意
識を高めるため、各教科や道徳、特別活
動などの教育活動を通して、人間尊重に
基づいた性教育を推進する。

有

人権尊重や男女平等の理解と協力の意識を
高めるため、道徳や特別活動・保健体育等を
通して、性的マイノリティ等について取り上げ、
世の中には多様な性を持ち合わせ、悩みなが
ら生活している人がいることを知るとともに、自
己の生き方を見直し、他者を尊重し、自分も尊
重する、人間尊重に基づいた性教育を推進し
た。

◎ ◎ ◎ ◎

道徳や特別活動・保健体育等
を通して、多様な性について学
習し、他者を尊重し、自分も尊
重する人間尊重に基づいた性
教育を推進できた。

・男女が互いの性について正しい知識を身
につけ、尊重できるよう、性に関する情報
の提供を行う。

人権推進課 ・男女の性の違いなどについて、市ホーム
ページに掲載し、正しい知識や理解につな
がるよう情報提供する。
・教育委員会及び市立学校に対して、性
や性の多様性の正しい知識に関する情報
提供を行う。 有

・リプロダクティブ・ヘルス／ライツ、包括的性教
育に関する啓発等を行った。
【No.31201参照】

・市内中学校において、レインボーさいたまの
会を講師として招き、生徒への授業協力を実
施した。

・生涯学習公開講座にて「性の多様性につい
て」の講座を実施した。

○ ◎ ◎ ◎

LGBTQ+を含む性の多様性や
性について、正しい知識の情報
提供ができた。

・性に関する情報を適切な時期に提供でき
るよう、各種パンフレットの配布を行うなど、
性に関する教育活動を行う。

こども家庭
保健課

・性に関するパンフレットの配布や、依頼が
あった場合は、性に関する授業に協力す
る。

有

中学校の依頼を受け、思春期保健講座を実
施した。（1校） ○ ○ ○ ○

性に関する周知及び教育への
協力を行うことができた。

地域保健課 ・市ホームページで12月1日の世界エイズ
デーに合わせ、HIVやエイズに関する正しい
情報や知識の普及啓発を行う。
・広報紙においても、HIVやエイズを正しく理
解するための情報と差別や偏見をなくす働
きかけの記事を掲載する。

有

・世界エイズデーに合わせ、市ホームページや
中央保健センターへのポスター掲示にて、HIV
やエイズに関する正しい情報や知識の普及啓
発を行った。

・広報くき12月号にて、HIVやエイズを正しく理
解するための情報と差別や偏見をなくす働きか
けの記事を掲載した。

○ ○ ○ ○

市ホームページや広報誌等を
活用することで、多くの市民に、
生涯にわたる性と生殖に関す
る健康と権利の普及と啓発が
できたと考える。

こども家庭
保健課

・妊婦を対象としたHIV抗体検査を実施す
る。 有

妊婦全員（745人）に、妊産婦健康診査助成
券（HIV検査）を交付した。 ○ ○ ○ ◎

妊婦にHIV検査を受ける機会を
提供することができた。

取組み名 取組み内容 所管課 令和6年度実施計画
令和6年度
目標値

令和６年度実施推進状況

実施 実施状況の概要

令和６年度評価
男女共同参画への配慮 ★施策の方向の達成度

31204 性に関する教育
活動の推進

HIV／エイズ及び
性感染症に対す
る啓発・相談と妊
婦HIV抗体検査の
実施

・市ホームページへの掲載などにより、ＨＩＶ
／エイズ及び性感染症に関する正しい情
報や知識の普及啓発を行う。
・ＨＩＶ／エイズ及び性感染症に関する相談
を関係機関と連携して実施するとともに、
妊婦を対象としたＨＩＶ抗体検査を実施す
る。

31205

取組み
NO
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施策の柱Ⅲ－２　生活上の困難に対する支援

★施策の方向　　①生活上の様々な困難を抱えた女性などへの支援

A B C 対応策 評価 その理由
32101 重層的支援体制

の整備
・複合・複雑化した相談に対応する体制を
整備し、生活上の様々な困難をかかえた
方への包括的な支援体制の充実を図る。

社会福祉課 ・ふくし総合相談窓口を設置し、包括的な
相談支援体制を整える。
・参加支援事業では、既存の事業を整理し
て新たな取組み内容の検討をする。

有

ふくし総合相談窓口を設置したことで、複雑
化・複合化した課題の相談や横断的に担当課
がまたがる場合には、それぞれの課と連携し対
応するなど、包括的な相談支援体制を整え
た。
参加支援事業については、市内で活動してい
る団体の洗い出しを行い、今後の検討に向け
て準備を整えた。

○ ○ ○ ○

包括的な相談支援体制を整え
ることができたため。

32102 生活困窮・生活
保護世帯の自立
に向けた支援

・生活困窮世帯に対し、生活困窮者自立
相談支援事業等を実施することにより、自
立に関する情報の提供や就労に関する支
援を行い、世帯の自立促進を図る。
・生活保護世帯に対し、就労支援相談等
の取組みを実施することにより、世帯の経
済的自立に向けた支援を行う。

生活支援課 ・生活困窮者自立相談支援事業等におい
て、世帯の自立に向けた就労の支援を行
う。
・生活保護世帯に対し、世帯の自立に向
け、就労支援相談員による支援を本庁舎
のみでなく、必要に応じて各行政センター
への出張支援を行う。

有

・生活困窮者自立相談支援事業を久喜市社
会福祉協議会に委託により実施した。

・生活保護世帯に対して就労支援相談員によ
り自立に向けた就労支援相談を実施した。 ○ ○ ○ ○

性別に関わりなく相談等を通し
て適切な支援を行うとともに、
就労の開始及び世帯の自立に
つなげることができた。

32103 助産施設入所事
業

・経済的理由により、入院助産を受けられ
ない妊産婦を保護し、助産施設において
助産を実施する。

こども家庭
保健課

・経済的理由により、入院助産を受けられ
ない妊産婦から相談を受けた場合は、助
産施設へ入所委託し、助産を実施する。 有

令和6年度は対象者がいなかったため入所の
実績はなし。

○ ○ ○ ○

令和６年度は対象者がいな
かったが、実施できる体制は整
えていた。

32104 母子生活支援施
設入所事業

・生活上の様々な問題により、児童の養育
が十分にできない母と、その児童を母子生
活支援施設に保護し、自立を支援する。

こども家庭
保健課

・生活上の様々な問題により、児童の養育
が十分にできない母と、その児童を母子生
活支援施設へ入所委託し、自立を支援す
る。

有

令和３年度から入所中の1件の母子生活支援
施設入所を継続実施し、令和７年１２月６日に
終了した。 ○ ○ ○ ○

母子で生活支援施設を利用す
ることにより安全で安心した生
活を支援することができた。

★施策の方向　　②外国人、高齢者、障がい者、性的少数者、犯罪被害者への支援と関係機関との連携協力

A B C 対応策 評価 その理由
32202 地域における国

際交流の推進
・行政と国際交流団体等との協働関係を
構築するとともに、その団体に対する活動
支援を行う。
・外国籍市民との交流や、ホームステイの
受け入れなど、外国人との交流機会の拡
充を図る。

市民生活課 ①中学生国際親善交流事業
　ローズバーグ市への中学生派遣を、久喜
市・ローズバーグ協会の協力を得て実施
　派遣人数：14人
②成人国際親善交流事業
　久喜市・ローズバーグ協会が実施する
ローズバーグ市の成人訪問団の受入を、
市バスの提供等により支援
　成人訪問団人数：19人
③埼玉県ワンナイトステイ事業
　日本語国際センター研修生のホームス
テイの受入家庭を斡旋

有

①中学生国際親善交流事業
　ローズバーグ市からの中学生派遣を、久喜
市・ローズバーグ協会の協力を得て実施
　派遣生徒数：14人

②成人国際親善交流事業
　久喜市・ローズバーグ協会が実施するローズ
バーグ市への成人訪問団の受入を、市バスの
提供等により支援
　成人訪問団人数：19人

③埼玉県ワンナイトステイ事業
　日本語国際センター研修生のホームステイ
の受入家庭を斡旋
　受入家庭：2家庭
　受入研修生数：2人

○ ○ ○

事業を通じてお互いの文化交
流ができ、親睦が図られたこ
と。
　また、久喜市・ローズバーグ
協会と協力して事業を展開す
ることで、協働関係を築くことが
できたことから「○」と判断した。

取組み
NO

取組み名 取組み内容 所管課 令和6年度実施計画
令和6年度
目標値

所管課 令和6年度実施計画
令和6年度
目標値

令和６年度実施推進状況 令和６年度評価

実施 実施状況の概要
男女共同参画への配慮 ★施策の方向の達成度

令和６年度実施推進状況

実施 実施状況の概要
男女共同参画への配慮 ★施策の方向の達成度

令和６年度評価
取組み

NO
取組み名 取組み内容
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★施策の方向　　②外国人、高齢者、障がい者、性的少数者、犯罪被害者への支援と関係機関との連携協力

A B C 対応策 評価 その理由
32203 外国人への情報

提供の充実
・外国人が快適な生活が送れるよう、保健
行事日程表や生活ガイドブック・健康や基
本的生活に係る資料等、外国語及びやさ
しい日本語による生活情報の提供の充実
を図る。
・公共サインの英文字併記表示や公共施
設案内板の設置、さらに日本語教室の充
実等に努める。

市民生活課 外国籍市民支援事業
①外国籍市民のための日本語教室を業務
委託により実施

②外国人への日本語学習支援に携わるた
めの具体的な支援方法を学ぶ場として、
日本語ボランティア養成講座を業務委託
により実施
（主にこれから日本語ボランティアに携わる
ような初心者を対象とした講座）

③外国籍市民が在留手続、雇用、医療、
出産・子育て、子どもの教育等の生活にか
かる情報や相談場所に迅速に到達するこ
とができるよう、情報提供・相談を多言語
で行う相談窓口の開設を予定している。

①日本語教室
【目標】参加者
数230人
【現状】R5参加
者延べ203
人、平均参加
者数約16人
【方法】継続的
に参加してもら
うため授業内
容や周知方法
を見直す。
②日本語ボラ
ンティア養成講
座
【目標】参加者
数90人
【現状】R5参加
者延べ75人
【方法】新規参
加者を増やす
ため、内容を見
直す。

有

①外国籍市民支援事業
　外国籍市民のための日本語教室を、一般財
団法人日本国際協力センターへの業務委託
により実施
開催日：令和6年9月14, 21, 28日
　　　　　　　　　 10月5, 12, 19, 26日
　　　　　　　　　 11月2, 9, 16日
　　　　　全10回
開催時間：午前10時から12時（2時間）
【成果】
参加者数：延べ145名、平均参加者数14.5人
【評価】○

②日本語ボランティア養成講座
開催日：令和6年12月1, 8, 15日
　　　　　全3回
【成果】
参加者数：延べ86名、平均参加者数28.7人
【評価】○

○ ○ ○

日本語教室について、令和６
年度より開催回数が１２回から
１０回となり、参加者数の目標２
３０人に対して、成果は１４５名
と目標には到達しなかったが、
日本語ボランティア養成講座
については、前年度の参加者
数７５名に対して令和６年度は
８６人と高い実績となった。
事業を通じて、日本語学習の
支援と日常生活に必要な情報
提供が図られたことから、達成
度を「○」と判断した。

32204 高齢者虐待の防
止に向けた取組
み

・地域包括支援センター職員に対し、事例
検討会などを開催し、早期発見とその対応
に努める。

高齢者福祉
課

・高齢者虐待の早期発見・予防、対応力
向上を目的に、専門職（弁護士、社会福
祉士）からの助言、情報提供を受ける事例
検討会を開催する。

有

2月に高齢者虐待対応専門職チームを招き、
対応中や終結した事例についてのケース会議
を開催し、専門的分野の指導、情報提供を受
けて、対応力の向上を図った。

○ ○ ○ ○

ケース会議の実施により、関係
機関との連携と対応力が向上
した。

32205 障がい者虐待の
防止に向けた取
組み

・被虐待者の迅速な安全確認を行う体制
を整えると共に、障がい者の虐待防止に関
する啓発活動を実施する。

障がい者福
祉課

・障害者手帳等の交付時に「障がい者虐
待防止リーフレット」を配布するほか、久喜
市自立支援協議会権利擁護部会等にて、
情報共有を図るとともに、対応の検討など
を実施する。

有

障害者手帳を交付する際に、障がい者虐待防
止リーフレットを配布した。自立支援協議会の
権利擁護部会を毎月実施した。事例の共有、
対応の検討などを行った。
事業所に向けた研修も行った。

○ ○ ○ ○

取組の結果、関係機関同士の
連携を深めることができた。

高齢者福祉
課

・市内５か所の地域包括支援センターにお
いて、高齢者、介護者等から受けた相談に
対応し、必要な支援を行う。

相談件数【目
標】
延件数：
37,248件
【現状】38,641
件
【方法】地域包
括支援セン
ターの職員が、
高齢者やその
家族等の相談
に応じる。男女
比を目標数値
にすることは難
しいが、男女問
わず、相談しや
すいような対応
をするよう心が
ける。

有

市内5ヵ所の地域包括支援センターにおいて、
高齢者やその家族、地域の方などからの様々
な相談に対応し、関係機関との連携を図り、支
援を実施した。

【成果】　41,938件
【評価】　◎

○ ○ ○ ◎

地域包括支援センターの職員
が、高齢者やその家族等の相
談に応じた。男女比を目標数
値にすることは難しいが、男女
問わず、相談しやすいような対
応を行った。

障がい者福
祉課

・相談支援事業を、引き続き久喜市障が
い者生活支援センターへの委託により実施
する。
・久喜市自立支援協議会において、相談
支援体制の連携及び充実を図る。

有

・久喜市障がい者生活支援センターにおいて、
相談支援事業を委託により実施。

・久喜市自立支援協議会において、相談支援
体制の連携及び充実を図った。

○ ○ ○ ○

対象者へのより幅広い支援と
事業者との連携につなげること
ができた。

取組み
NO

取組み名 取組み内容 所管課 令和6年度実施計画
令和6年度
目標値

令和６年度実施推進状況 令和６年度評価

実施 実施状況の概要
男女共同参画への配慮 ★施策の方向の達成度

高齢者、障がい
者等への相談支
援の充実

・高齢者、障がい者、介護者等の日常生
活及び権利擁護等に関する相談・支援体
制の充実を図る。
★令和９年度目標
　地域包括支援センターの相談件数
37,500件

32206
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★施策の方向　　②外国人、高齢者、障がい者、性的少数者、犯罪被害者への支援と関係機関との連携協力

A B C 対応策 評価 その理由
高齢者福祉
課

・介護者の負担を軽減することを目的に
「家族介護講演会」を開催する。

有

ユマニチュードに関する基本的な知識や技術
についての講演を通して、認知症について理解
を深めるとともに、地域における支援の輪を拡
げることを目的に家族介護講演会を実施した。

○ ○ ○ ○

講演会を通して、認知症の方と
の関わり方についての理解を深
めることができた。

障がい者福
祉課

・障がい者就労支援事業を委託により実施
し、障がい者の就労全般にわたる支援や
相談を実施する。
・フレンドシップ学級を実施し、就労経験の
ある知的障がい者の余暇活動を支援す
る。

有

障がい者就労支援事業を委託により実施し就
労全般に関する支援や相談を行った。この他、
就労又は就労経験のある知的障がい者の余
暇活支援を実施した。
・就労実績32人※特別支援学校等から就労
した生徒を含む。

・フレンドシップ学級（本人活動支援）は、5、6、
9、10、11、2、3月に実施した。

・障がい者計画等に基づき障害福祉サービス
等の一層の充実を図っている。

○ ○ ○ ○

関係機関との協力により就労に
つながるケースを支援すること
ができた。

32208 性の多様性に関
する理解の推進
と情報提供の充
実

・性的少数者に関するパートナーシップ宣
誓制度などの取組みを広く周知することに
より、市民や事業者の性の多様性に関する
理解を深め、性的少数者の生きづらさの軽
減を図るとともに、相談・支援に関する情報
提供を行う。

人権推進課 ・市職員を対象とした性の多様性に関する
理解の推進につながる研修会を実施す
る。
・市ホームページやチラシなどで、相談・支
援に関する情報提供を行う。

有

・性の多様性についての図書の紹介、交流
会、職員研修会や県の相談窓口の紹介など
正しい知識や理解促進に向けた活動を行っ
た。【No.11104参照】

・パートナーシップ制度について、令和6年度に
県内全域での連携協定を締結。また11月1日
より大阪府主導の自治体間連携ネットワークに
加入し、市ホームページへ掲載、当事者の方
に個別に周知を図った。

◎ ◎ ◎ ◎

年間を通じてアンケート実施や
広報くきや市ホームページを利
用した啓発活動の他、交流会
の開催などにより、当事者に寄
り添った施策を実施した。
様々な啓発活動に取り組んだ
ことで、性の多様性について、
市民や職員の正しい知識と理
解を促進することができた。

32209 犯罪被害者等支
援対応の充実

・犯罪被害者等が直面している多岐にわた
る問題の相談について総合的に対応し、
必要な情報提供及び助言を行うとともに、
関係機関等との連絡調整を行う。

市民生活課 相談対応や各関係機関等との連絡調整の
他、犯罪行為により死亡した市民の遺族ま
たは傷害を受けた市民に対し、申請に基づ
き見舞金を支給する。
・遺族見舞金　30万円
・傷害見舞金　10万円

有

市広報や市ホームページを通じて、犯罪被害
者等支援の相談窓口や見舞金についての周
知を行った。
令和6年度　相談・見舞金申請件数　1件 ○ ○

令和6年度は犯罪被害者等支
援の相談が1件あり、必要な情
報提供が図られたことから、達
成度を「〇」と判断した。

令和６年度実施推進状況 令和６年度評価

実施 実施状況の概要
男女共同参画への配慮 ★施策の方向の達成度

取組み
NO

取組み名 取組み内容 所管課 令和6年度実施計画
令和6年度
目標値

32207 高齢者、障がい
者の自立支援及
び社会参加活動
の促進

・男女共同参画の視点に立ち、高齢者や
障がい者の社会参加を促進するため、就
労支援や余暇活動支援等、多様なニーズ
に応じた各種取組みの充実を図る。
・分野別計画に基づく福祉サービスを充実
させ、高齢者や障がい者の心身の健康の
増進を図るとともに、家庭における介護の
負担の軽減や仕事と家庭の両立を支援す
る。
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施策の柱Ⅲ－３　男女共同参画の視点に立った防災対策の推進

★施策の方向　　①防災活動における男女共同参画の推進

A B C 対応策 評価 その理由
33101 防災等に配慮し

たまちづくりの推
進

・自然災害などから市民の生命や財産を
守り、安全な生活環境を整備するため、防
災等に配慮したまちづくりを推進する。

危機管理課 ・防災アプリや防災行政無線等、市民及び
職員の災害時における情報伝達手段の整
備、適切な運用、管理を行う。 有

防災行政無線に係る保守点検業務委託、避
難所看板の更新など避難場所の整備、災害
時の指定避難所参集職員の指定等を実施し
た。

◎ ◎ ◎ ◎

避難所参集職員にできる限り
男女が含まれるよう配慮した。

33102 女性の視点を取
り入れた防災訓
練の実施

・災害発生時の被害を最小限にとどめるた
め、市、防災関係機関、市民及び事業所
等が災害に対応できる体制を目指し、各
種訓練を実施する上で性別による役割分
担意識を見直し、女性への配慮など男女
共同参画の視点を取り入れて防災に関す
る意識の高揚と知識の向上を図る機会を
提供する。

危機管理課 ・防災関係機関及び市民が参加する久喜
市総合防災訓練を実施する。避難所運営
の際は、スペースの振り分け等による女性
への配慮など、女性の視点を取り入れた訓
練をより実践的に行う。 有

久喜市総合防災訓練において避難所開設・運
営訓練を実施した。訓練では、男女が等しく役
割を分担したほか、女性の視点での避難所運
営への配慮などの意識の高揚を図る機会を提
供した。 ◎ ◎ ◎ ◎

性別に関わりなく平等に参加す
る機会が与えられるように配慮
したほか、避難所運営について
情報を共有し、防災に関する
知識の向上を図ることができ
た。

33103 自主防災組織の
育成支援

・地域の自主防災活動を促進し、地域防
災力の向上を図るため、自主防災組織の
結成及び育成・強化を積極的に推進し、
女性の参画促進や女性リーダーの育成に
も努める。
★令和９年度目標 自主防災組織の組織
数175組織

危機管理課 ・自主防災組織の設立に関する説明や、
各補助金（設立・資機材購入・防災訓練
実施・啓発事業等実施）の交付を行う。防
災講演会等への女性の参加を積極的に
呼びかけ、防災分野における女性の参画
促進や女性リーダーの育成を図る。

【目標】自主防
災組織数171
組織
【現状】170組
織
(R6.3.31現在）

有

広報紙への掲載や様々な機会を通じて自主
防災組織の設立を促すとともに、防災資機材
の購入及び防災訓練の実施、啓発事業の参
加・実施に対し補助金を交付し、自主防災組
織の育成・強化を推進した。また、久喜地区自
主防災組織連絡会事業では、女性にも積極
的に参加していただいた。

成果：自主防災組織数173組織
評価：◎

◎ ◎ ◎ ◎

自主防災組織の活動促進のた
め、広報紙や窓口において未
設立地区への新規設立に関す
る案内・助言を行うほか、既存
の組織に対して各種補助金を
交付した。
また、久喜地区自主防災組織
連絡会事業を実施する際に
は、女性の参加を検討するよ
う、自主防災組織の代表者に
依頼した。

所管課 令和6年度実施計画
令和6年度
目標値

令和６年度実施推進状況 令和６年度評価

実施 実施状況の概要
男女共同参画への配慮 ★施策の方向の達成度

取組み
NO

取組み名 取組み内容
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施策の柱Ⅲ－４　性別によるあらゆる暴力の根絶に向けた啓発活動の推進

★施策の方向　　①配偶者等からの暴力の防止に向けた啓発及び被害者への対応

A B C 対応策 評価 その理由
34101 配偶者等に対す

る暴力の根絶に
向けた啓発活動
の推進

・配偶者等に対する暴力の根絶をはかるた
め、女性に対する暴力をなくす運動などの
機会を通して、パネル展示やリーフレットの
活用などにより、啓発を重点的に行う。

人権推進課 ・広報くき、市ホームページ、チラシ等で人
権相談・女性相談及び女性の悩み（カウン
セリング）相談事業を周知する。
・各種相談機関の周知カード等を公共施
設及び包括連携協定先等に配架し、同様
の内容を市ホームページにも掲載して啓
発する。
・市ホームページに配偶者等に対する暴
力の根絶に関する記事を掲載し、意識啓
発を行う。

有

・広報くき、市ホームページで人権相談・女性
相談、女性の悩み相談等の各種相談日を周
知した。

・各行政センター窓口及び本庁舎1階ロビーに
て、配偶者等に対する暴力防止啓発及び相
談先のチラシ・パンフレットを配架した。

・高齢者大学講座「女性の人権」でDVについて
取り上げた。【No.12107参照】

・市民大学「男女共同参画による社会づくり」で
DVについて取り上げた。　【No.12107参照】

・ホームページに配偶者等に対する暴力の根
絶について掲載し、意識啓発を行った。

・「パープルリボンキャンペーン」のタペストリー
掲出に合わせ、DV啓発に関するパネル展示を
を本庁舎1階ロビーにて実施した。

◎ ◎ ◎ ◎

広報くき、ホームページ、チラ
シ、周知カードなどで啓発した
だけでなく、講座を実施すること
で、配偶者等に対する暴力の
根絶に向けた啓発活動の推進
をすることができた。

★施策の方向　　②若年者に対する予防啓発活動の推進

A B C 対応策 評価 その理由
34201 デートＤＶ防止に

向けた啓発活動
の推進

・ＤＶは配偶者間だけではなく、若い恋人の
間でも発生するという認識に立ち、若年者
向けのＤＶ防止普及啓発資料の配布や保
護者対象のＤＶ防止に関する講座の開催
など、若い男女間の暴力の防止に向けた
啓発活動を推進する。
★令和9年度目標 デートＤＶの認知度
100％

人権推進課 ・デートＤＶなどのチラシやパンフレットを庁
舎内に配架するとともに、市のイベント等で
配布して啓発を行う。
・デートDVに関するパネル展を実施する。

有

・ひとと人のつどいにおいて、デートDV防止につ
いてのパネル展示、チラシの配布を行った。

・青少年を対象としたデートＤＶ防止のチラシや
パンフレットを庁舎1階ロビー及び各行政セン
ター窓口に配架した。

・成人式でデートDV啓発カードを新成人へ配布
した。

◎ ◎ ◎ ◎

青少年を対象としたデートＤＶ
などのチラシやパンフレット、啓
発カードを公共施設や成人式と
いったイベントで配布することが
できた。

34202 保護者に対する
意識啓発の充実

・保護者会や公開授業を通して、男女平
等や家族の絆の大切さ等についての啓発
を行う。

指導課 ・学校だよりや道徳通信等、学校市ホーム
ページ等を活用した情報発信により、適切
な指導に取り組めるよう支援する。また、適
宜オンライン等も活用し、意識啓発の機会
を充実させる。

有

学習参観や保護者会、土曜授業の公開授
業、学校だよりや道徳通信、学校ホームペー
ジ等を活用した情報発信により、男女平等や
家族の絆の大切さ等について、啓発を行った。

◎ ◎ ◎ ◎

さまざまな機会でオンライン等
も活用しながら、啓発すること
ができた。

令和6年度実施計画
取組み

NO
取組み名 取組み内容 所管課

令和６年度実施推進状況 令和６年度評価

実施 実施状況の概要
男女共同参画への配慮 ★施策の方向の達成度

令和６年度実施推進状況 令和６年度評価

実施 実施状況の概要
男女共同参画への配慮 ★施策の方向の達成度

令和6年度
目標値

取組み
NO

取組み名 取組み内容 所管課 令和6年度実施計画
令和6年度
目標値
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施策の柱Ⅲ－５　相談・支援体制の充実

★施策の方向　　①被害者のための相談・支援体制の充実

A B C 対応策 評価 その理由

35101 女性相談事業の
充実

・配偶者等からの暴力に関すること、夫婦
や家族に関することなど女性の悩みごとに
ついて相談しやすい環境整備を進めるた
め、「人権・女性相談」及び「女性の悩み
（カウンセリング）相談」を実施する。
・女性にかかる相談に適切に対応するた
め、関係機関等との連携を深め、女性相
談事業の充実を図る。「女性の悩み（カウ
ンセリング）相談」については、毎月2回（第
1・第3金曜日）実施のほかに日曜日に特
設相談を実施する。

人権推進課 ・人権相談・女性相談【取組みNO.11201】
及び女性の悩み（カウンセリング）【取組み
NO.11202】相談事業を実施する。

有

・人権相談・女性相談を実施した。
　【№11201参照】

・女性の悩み(カウンセリング)相談を実施した。
　【№11202参照】

◎ ◎ ◎ ○

定期的な人権相談・女性相談
及び女性の悩み相談の実施に
より、女性相談事業の充実が
図られた。
利用率が目標に届いていない
ので、今後は相談の周知方法
を見直しながら、利用率の増加
に努める。

35102 女性及び児童相
談の充実

・女性や児童等の適切な支援を行うため、
女性や児童に関する相談事業の充実を図
る。

こども家庭
保健課

・相談受理票やリスクアセスメントシートの
活用により、相談の主訴・緊急性の判断、
相談への適切な対応を行う。 有

相談シートの活用により、相談の主訴・緊急性
の判断、相談への適切な対応を行った。

○ ○ ○ ○

必要な支援の判断ができ、他
機関との連携が図られた。
相談者が関係機関の窓口ごと
に事情等説明する負担を軽減
することができた。

35103 相談担当職員の
資質向上

・ＤＶ被害者のための相談・支援体制の充
実のため、ＤＶ相談対応マニュアルの活用
や、研修の受講や相談対応に関する情報
交換を行うことにより、相談担当職員の資
質の向上を図る。
★令和9年度目標

ＤＶ被害者のうち、誰かに相談した人の
割合100％

人権推進課 ・ＤＶ相談対応マニュアルを活用する。
・WithYouさいたまなどが企画する研修に
参加し、相談担当職員の資質の向上を図
る。
・相談関係部署などと相談対応に関する
情報交換を行うことにより、相談担当職員
の資質の向上を図る。

有

・担当職員がWithYouさいたま主催の外部研
修を受講した。また、各支所の相談担当職員
に対し、研修内容等の情報共有を図った。

・久喜市独自のＤＶ相談対応マニュアルを基
に、被害者からの聞き取りや助言等について共
通認識を図った。

◎ ◎ ◎ ◎

担当職員の外部研修の受講
及びその他の職員への情報共
有により、相談対応職員の資
質の向上が図られた。

人権推進課 ・各地区の民生委員・児童委員の定例会
においてＤＶ被害者支援に関する情報を提
供する。
・相談事業の周知を図る。

有

・民生委員・児童委員の定例会において相談
事業に関する情報を提供した。

・「令和6年度久喜市配偶者等からの暴力の
防止及び被害者支援対策連絡会議」で関係
者と（民生委員・児童委員を含む）意見交換を
行った。
　実施日：令和7年1月20日（月）
　場所：久喜市役所4階　大会議室
　出席：外部機関8人、庁内関係課25人

◎ ◎ ◎ ◎

民生委員・児童委員にチラシを
配布して情報提供しただけでな
く、「久喜市配偶者等からの暴
力の防止及び被害者支援対
策連絡会議」で情報提供・意
見交換を行うことができた。

社会福祉課 ・毎月開催される民生委員・児童委員の
各地区定例会（１３地区）において、相談
事業の周知を図る。
・民生委員・児童委員協議会の会長等に
市内外の関係機関との連絡会議や研修会
へ出席していただき、情報共有等を図る。 有

民生委員・児童委員の連絡会や各地区定例
会において、相談事業の周知を図り、情報共
有・連携強化を図った。
また、「関係機関等会議の報告」の場を今年度
から設け、参加した研修や講習会の発表の場
としているが、研修等に参加した委員は、そこ
で相談機関や相談体制について、研修で学ん
だことをその他の委員に報告した。
情報共有が図られたことにより全ての委員が、
地域住民から相談を受けた際、人権相談へつ
なぐことができた。

○ ◎ ○ ○

研修会や講習の情報共有を図
ることにより、市民から相談を受
けた際に迅速に関係機関等に
つなげる体制を整えることがで
きた。

令和6年度
目標値

令和６年度実施推進状況 令和６年度評価

実施 実施状況の概要
男女共同参画への配慮 ★施策の方向の達成度

・ＤＶに関する実態の把握や被害者から相
談を受けた場合の対応方法（関係機関と
の連携など）について、情報提供や意見交
換を行う。

民生委員・児童
委員等を対象とし
た意見交換会等
の実施

35104

取組み
NO

取組み名 取組み内容 所管課 令和6年度実施計画
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★施策の方向　　①被害者のための相談・支援体制の充実

A B C 対応策 評価 その理由

人権推進課 ・多言語によるＤＶ被害者支援に関する
リーフレットを庁舎内に配架する。
・市ホームページに外部リンクを掲載し、市
民に広く情報提供する。

有

関係課と協力し、外国人向けのDV被害防止に
関わる多言語によるリーフレットを本庁舎1階ロ
ビーに配架した。また、市ホームページに他機
関の該当ページを掲載した。

◎ ◎ ◎ ○

DV被害者で日本語が不自由
な方など、必要な方が情報を
得やすいよう広く情報提供でき
た。

市民課
(総合窓口)

・住民基本台帳における支援措置申出書
について外国語版を用いて、外国人被害
者へ情報提供を図る。 有

住民基本台帳における支援措置申出書につ
いて外国語版を作成済。
英語・韓国語・中国語（簡体字・繁体字）・スペ
イン語・ポルトガル語の６言語

◎ ○ ○ ○

日本語を理解できない外国人
住民への支援となった。

★施策の方向　　②関係機関との連携強化

A B C 対応策 評価 その理由

35201 配偶者等からの
暴力の防止及び
被害者支援対策
連絡会議の充実

・配偶者等からの暴力の防止及び被害者
支援対策連絡会議を開催し、関係機関相
互の連携の強化、情報の共有、被害者支
援の取組みの強化などを図る。

人権推進課 ・配偶者等からの暴力の防止及び被害者
支援対策連絡会議を開催する。

有

・配偶者等からの暴力の防止及び被害者支援
対策連絡会議を開催した。　【№35104参照】

◎ ◎ ◎ ◎

警察、民生委員、人権擁護委
員等の外部機関と意見交換を
行い、連携強化を図ることがで
きた。

人権推進課 ・庁内関係課と連携を図るため、配偶者等
からの暴力の防止及び被害者支援対策に
係る庁内連絡会議を開催する。
・要保護児童対策地域協議会において、
DVの影響を受けた子の情報共有と支援調
整を図る。

有

・令和6年度配偶者等からの暴力の防止及び
被害者支援対策に係る庁内担当者研修会
　開催日：4月23日（火）
　場所：久喜市役所4階　大会議室

・令和6年度配偶者等からの暴力の防止及び
被害者支援対策に係る庁内担当者連絡会議
　開催日：8月9日（金）
　場所：久喜市役所４階　大会議室

◎ ◎ ◎ ◎

ＤＶ被害者に対する支援体制
及び連携について、関係課と
会議を行い、周知を図ることが
できた。

こども家庭
保健課

・相談受理票やリスクアセスメントシートの
活用により、相談の主訴・緊急性の判断、
相談への適切な対応を行う。【取組み
No.35102】

有

相談シートの活用により、相談の主訴・緊急性
の判断、相談への適切な対応を行った。

○ ○ ○ ○

必要な支援の判断ができ、他
機関との連携が図られた。
相談者が関係機関の窓口ごと
に事情等説明する負担を軽減
することができた。

取組み
NO

取組み名 取組み内容 所管課 令和6年度実施計画
令和6年度
目標値

令和６年度実施推進状況 令和６年度評価

実施 実施状況の概要
男女共同参画への配慮 ★施策の方向の達成度

令和６年度実施推進状況 令和６年度評価

実施 実施状況の概要
男女共同参画への配慮 ★施策の方向の達成度

35105 外国人向けのＤＶ
に関する情報の
提供

・外国語によるＤＶ支援のリーフレット等を
配架し、外国人被害者への支援の充実を
図る。

35202 被害者への総合
的支援の整備

・ＤＶ被害者の状況を的確に把握し、適切
な支援を行うため、庁内関係課間での連
携に努め、被害者への総合的支援の整備
を図る。

取組み
NO

取組み名 取組み内容 所管課 令和6年度実施計画
令和6年度
目標値
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目指す姿Ⅲ　すべての人が安心・安全に暮らせるまちづくり

実施 割合（％）

39.1%

60.9%

0.0%

無 0.0%

合計 100%

実施 割合（％）

52.1%

46.4%

0.7%

無 0.7%

合計 100%

目標達成度 事業数

有

◎（十分にできた・十分な成果をあげた） 18

◯（ある程度できた・ある程度成果をあげた） 28

△（どちらかというとできなかった・事業の対象や手法の見直しが必要） 0

1

140

0

46

令和6年度事業全体における達成度

目標達成度 事業数

有

◎（十分にできた・十分な成果をあげた） 73

◯（ある程度できた・ある程度成果をあげた） 65

△（どちらかというとできなかった・事業の対象や手法の見直しが必要） 1

29


